
1. 要旨

マ ル ク ス 主 義 は 、 1 9 世 紀 に カ ー ル ‧ マ ル ク ス と フ リ ー ド リ ヒ ‧ エ ン ゲ ル ス に よ っ て 提

唱 さ れ た 思 想 体 系 で あ り 、 資 本 主 義 社 会 の 批 判 と 社 会 主 義 の 実 現 を ⽬ 指 す 理 論 と し て

発 展 し て き た 。 こ の 章 で は 、 マ ル ク ス 主 義 の 基 本 的 な 枠 組 み 、 歴 史 的 背 景 、 核 ⼼ 概

念 、 そ し て 現 代 に お け る 適 ⽤ 可 能 性 に つ い て 概 観 す る 。

マ ル ク ス 主 義 の 中 ⼼ 的 な 思 想 は 、 階 級 闘 争 と 歴 史 的 唯 物 論 に 基 づ い て い る 。 マ ル ク ス

は 、 歴 史 を 階 級 間 の 闘 争 の 連 続 と し て 捉 え 、 資 本 主 義 社 会 に お け る ブ ル ジ ョ ワ ジ ー

（ 資 本 家 階 級 ） と プ ロ レ タ リ ア ー ト （ 労 働 者 階 級 ） の 対 ⽴ を 分 析 し た [ 1 ] [ 2 ] 。 こ の 対

⽴ は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を ⽣ み 出 し 、 最 終 的 に は 社 会 主 義 へ の 移 ⾏ を も た ら す と さ れ

る 。 さ ら に 、 歴 史 的 唯 物 論 は 、 社 会 の 発 展 が 物 質 的 条 件 や 経 済 的 基 盤 に よ っ て 決 定 さ

れ る と い う 視 点 を 提 供 し 、 法 律 や 政 治 、 ⽂ 化 な ど の 上 部 構 造 が 経 済 的 基 盤 に 依 存 し て

い る こ と を ⽰ し て い る [ 2 ] [ 3 ] [ 9 ] 。

マ ル ク ス 主 義 の 経 済 理 論 に お い て は 、 労 働 価 値 説 と 剰 余 価 値 の 概 念 が 重 要 な 役 割 を 果

た し て い る 。 労 働 価 値 説 は 、 商 品 の 価 値 が そ の ⽣ 産 に 必 要 な 労 働 時 間 に よ っ て 決 定 さ

れ る と す る も の で あ り 、 剰 余 価 値 は 労 働 者 が ⽣ み 出 す 価 値 と そ の 労 働 に 対 し て ⽀ 払 わ

れ る 賃 ⾦ の 差 額 を 指 す 。 こ の 剰 余 価 値 は 、 資 本 家 の 利 益 の 源 泉 で あ り 、 労 働 者 の 搾 取

の 根 本 的 な 原 因 と さ れ る [ 4 ] [ 5 ] [ 2 2 ] 。

社 会 主 義 へ の 移 ⾏ に 関 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 資 本 主 義 の ⽭ 盾 が 最 終 的 に そ の 崩 壊 を 招

き 、 労 働 者 階 級 が 団 結 し て ⾰ 命 を 通 じ て 資 本 主 義 を 打 倒 す る こ と を 予 測 し て い る 。 こ



の 過 程 で 、 階 級 の な い 社 会 、 す な わ ち 共 産 主 義 が 実 現 さ れ る と さ れ る [ 1 ] [ 6 ] [ 2 5 ] 。 こ

の 理 論 は 、 1 9 世 紀 か ら 2 0 世 紀 に か け て の 労 働 運 動 や 社 会 主 義 運 動 に ⼤ き な 影 響 を 与

え 、 特 に ロ シ ア ⾰ 命 や 中 国 ⾰ 命 な ど の 政 治 運 動 の 基 盤 と な っ た [ 1 3 ] [ 1 5 ] [ 2 9 ] 。

現 代 に お い て も 、 マ ル ク ス 主 義 は 社 会 問 題 の 分 析 や 批 判 理 論 、 経 済 学 へ の 影 響 を 通 じ

て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 資 本 主 義 の メ カ ニ ズ ム や 労 働 者 の 搾 取 に 関 す る 議 論

は 、 今 ⽇ の 社 会 運 動 や 労 働 運 動 に お い て も 中 ⼼ 的 な テ ー マ と な っ て い る [ 2 8 ] [ 2 9 ]

[ 3 0 ] 。 さ ら に 、 ポ ス ト モ ダ ン 社 会 に お け る 階 層 や 規 範 の 解 体 、 社 会 の 多 様 性 へ の 対 応

と い っ た 課 題 に も マ ル ク ス 主 義 的 視 点 が 適 ⽤ さ れ て い る [ 3 1 ] [ 3 4 ] 。

し か し 、 マ ル ク ス 主 義 は 多 く の 課 題 や 論 争 に も 直 ⾯ し て い る 。 経 済 理 論 の 適 ⽤ 性 や 個

⼈ の 権 利 と ⾃ 由 の 問 題 、 社 会 階 級 の 多 様 性 へ の 対 応 な ど が そ の 例 で あ る [ 3 6 ] [ 3 7 ]

[ 4 0 ] 。 ま た 、 教 条 主 義 と 柔 軟 性 、 歴 史 的 決 定 論 の 是 ⾮ 、 新 た な 社 会 運 動 と の 関 係 性 に

つ い て も 議 論 が 続 い て い る [ 4 2 ] [ 4 3 ] [ 4 5 ] 。

未 来 の 動 向 と し て は 、 経 済 的 危 機 や 帝 国 主 義 へ の 対 応 、 テ ク ノ ロ ジ ー と 労 働 の 変 化 、

環 境 問 題 や フ ェ ミ ニ ズ ム と の 統 合 、 グ ロ ー バ ル な 視 点 の 強 化 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ

ら の 課 題 に 対 す る 理 論 的 再 評 価 や 実 践 の ⾒ 直 し が 進 む 中 で 、 マ ル ク ス 主 義 は 現 代 社 会

に お け る 重 要 な 視 点 を 提 供 し 続 け る 可 能 性 が あ る [ 4 6 ] [ 4 7 ] [ 5 3 ] 。

こ の 章 で は 、 マ ル ク ス 主 義 の 基 本 的 な 枠 組 み と そ の 現 代 的 意 義 を 明 ら か に し 、 次 章 以

降 で 詳 細 な 分 析 を ⾏ う た め の 基 盤 を 提 供 す る 。

2. 序論



2.1 背景と重要性

2.1.1 産業⾰命と社会構造の変化

産 業 ⾰ 命 は 1 8 世 紀 後 半 か ら 1 9 世 紀 に か け て ヨ ー ロ ッ パ で 始 ま り 、 社 会 構 造 に ⼤ き な

変 化 を も た ら し た 。 こ の 時 期 、 農 業 中 ⼼ の 経 済 か ら ⼯ 業 中 ⼼ の 経 済 へ と 移 ⾏ し 、 都 市

化 が 急 速 に 進 ⾏ し た 。 こ れ に 伴 い 、 労 働 者 階 級 が 形 成 さ れ 、 資 本 家 階 級 と の 間 に 深 刻

な 対 ⽴ が ⽣ じ た [ 1 ] [ 9 ] [ 1 0 ] 。 産 業 ⾰ 命 は 技 術 ⾰ 新 を 通 じ て ⽣ 産 性 を 向 上 さ せ た が 、 そ

の ⼀ ⽅ で 労 働 者 の ⽣ 活 条 件 は 悪 化 し 、 貧 困 や 労 働 搾 取 が 広 が っ た 。 こ の よ う な 状 況

は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 浮 き 彫 り に し 、 社 会 的 変 ⾰ の 必 要 性 を 強 調 す る 契 機 と な っ た

[ 1 1 ] [ 1 4 ] 。

さ ら に 、 産 業 ⾰ 命 は 資 本 主 義 の 発 展 を 加 速 さ せ 、 資 本 の 集 中 と 労 働 者 の 疎 外 を ⽣ み 出

し た 。 資 本 主 義 の 下 で は 、 労 働 者 は ⽣ 産 ⼿ 段 を 所 有 せ ず 、 賃 ⾦ 労 働 に 従 事 す る こ と で

⽣ 活 を 維 持 す る し か な い 状 況 に 追 い 込 ま れ た 。 こ の よ う な 経 済 構 造 は 、 労 働 者 階 級 の

不 満 を 増 ⼤ さ せ 、 階 級 闘 争 の 基 盤 を 形 成 し た [ 6 ] [ 9 ] [ 1 0 ] 。

2.1.2 哲学的影響と思想的基盤

マ ル ク ス 主 義 の 形 成 に は 、 哲 学 的 影 響 が 重 要 な 役 割 を 果 た し た 。 特 に 、 ド イ ツ 観 念 論

と ヘ ー ゲ ル の 弁 証 法 は 、 マ ル ク ス の 思 想 に 深 い 影 響 を 与 え た [ 1 2 ] [ 1 3 ] 。 ヘ ー ゲ ル の 弁

証 法 は 、 対 ⽴ す る 概 念 が 統 合 さ れ る 過 程 を 通 じ て 歴 史 が 進 展 す る と い う 考 え ⽅ を 提 唱



し て お り 、 マ ル ク ス は こ れ を 唯 物 史 観 に 応 ⽤ し た 。 唯 物 史 観 は 、 物 質 的 条 件 が 社 会 の

発 展 を 決 定 す る と い う 視 点 を 提 供 し 、 経 済 的 基 盤 が 法 律 や 政 治 、 ⽂ 化 な ど の 上 部 構 造

を 形 成 す る と い う 理 論 を 構 築 し た [ 9 ] [ 1 0 ] [ 1 2 ] 。

ま た 、 イ ギ リ ス 古 典 派 経 済 学 （ ア ダ ム ‧ ス ミ ス や デ イ ヴ ィ ッ ド ‧ リ カ ー ド ） も マ ル ク

ス 主 義 の 基 盤 と な っ た 。 特 に 、 労 働 価 値 説 は 、 商 品 の 価 値 が そ の ⽣ 産 に 必 要 な 労 働 時

間 に よ っ て 決 定 さ れ る と い う 考 え ⽅ で あ り 、 マ ル ク ス は こ れ を 批 判 的 に 継 承 し 、 剰 余

価 値 の 概 念 を 発 展 さ せ た [ 1 4 ] [ 2 3 ] 。 剰 余 価 値 は 、 資 本 主 義 に お け る 労 働 者 の 搾 取 を 説

明 す る た め の 中 ⼼ 的 な 理 論 で あ り 、 資 本 主 義 批 判 の 基 盤 と な っ た [ 6 ] [ 1 4 ] [ 2 3 ] 。

さ ら に 、 フ ラ ン ス 社 会 主 義 思 想 も マ ル ク ス 主 義 の 形 成 に 寄 与 し た 。 フ ラ ン ス の 思 想 家

た ち は 、 社 会 的 不 平 等 や 労 働 者 の 権 利 を 強 調 し 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 批 判 す る 視 点 を 提

供 し た 。 こ れ ら の 哲 学 的 影 響 を 統 合 す る こ と で 、 マ ル ク ス は 資 本 主 義 の 批 判 と 社 会 主

義 の 実 現 を ⽬ 指 す 理 論 を 構 築 し た [ 1 3 ] [ 1 4 ] [ 2 3 ] 。

2.1.3 資本主義批判の必要性

資 本 主 義 は 、 経 済 成 ⻑ を 可 能 に し 、 物 質 的 な 豊 か さ を も た ら し た ⼀ ⽅ で 、 貧 困 、 不 平

等 、 労 働 者 の 搾 取 と い っ た 深 刻 な 問 題 を 引 き 起 こ し た [ 1 1 ] [ 1 4 ] [ 3 6 ] 。 特 に 、 資 本 主 義

の 本 質 的 な ⽭ 盾 は 、 労 働 者 階 級 の ⽣ 活 条 件 を 悪 化 さ せ 、 社 会 的 不 平 等 を 拡 ⼤ さ せ る 原

因 と な っ て い る 。 マ ル ク ス は 、 資 本 主 義 が 内 在 す る ⽭ 盾 に よ っ て 必 然 的 に 崩 壊 す る と

考 え 、 こ れ を 批 判 す る 必 要 性 を 強 調 し た [ 6 ] [ 1 4 ] [ 3 6 ] 。

ま た 、 資 本 主 義 の 下 で は 、 労 働 者 は ⽣ 産 ⼿ 段 を 所 有 せ ず 、 資 本 家 に よ る 搾 取 を 受 け る

状 況 に 置 か れ て い る 。 こ の よ う な 経 済 構 造 は 、 労 働 者 の 疎 外 を ⽣ み 出 し 、 社 会 的 な 不



満 を 増 ⼤ さ せ る 要 因 と な っ て い る [ 6 ] [ 1 4 ] [ 3 6 ] 。 さ ら に 、 資 本 主 義 は 環 境 問 題 や 社 会

的 分 断 を 助 ⻑ す る 傾 向 が あ り 、 こ れ ら の 問 題 に 対 処 す る た め に は 資 本 主 義 の 根 本 的 な

改 ⾰ が 必 要 で あ る [ 4 0 ] [ 4 1 ] 。

資 本 主 義 批 判 の 必 要 性 は 、 現 代 社 会 に お い て も 依 然 と し て 重 要 で あ る 。 特 に 、 経 済 的

不 平 等 や 労 働 者 の 権 利 侵 害 と い っ た 問 題 は 、 資 本 主 義 の 持 続 可 能 性 に 疑 問 を 投 げ か け

て い る 。 こ れ ら の 課 題 に 対 処 す る た め に は 、 マ ル ク ス 主 義 の 視 点 を 活 ⽤ し 、 資 本 主 義

の ⽭ 盾 を 解 明 す る こ と が 求 め ら れ る [ 6 ] [ 1 4 ] [ 3 6 ] 。

2.2 研究⽬的

2.2.1 マルクス主義の核⼼概念の分析

本 研 究 の 第 ⼀ の ⽬ 的 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 核 ⼼ 概 念 を 詳 細 に 分 析 す る こ と で あ る 。 具 体

的 に は 、 階 級 闘 争 、 歴 史 的 唯 物 論 、 労 働 価 値 説 、 剰 余 価 値 と い っ た 理 論 的 枠 組 み を 解

明 し 、 そ れ ら が 資 本 主 義 批 判 に ど の よ う に 寄 与 し て い る か を 検 討 す る [ 1 6 ] [ 1 7 ] [ 1 8 ] 。

こ れ ら の 概 念 は 、 マ ル ク ス 主 義 が 社 会 、 経 済 、 政 治 の 相 互 作 ⽤ を 理 解 す る た め の 重 要

な フ レ ー ム ワ ー ク を 提 供 し て い る [ 2 0 ] [ 2 1 ] [ 2 2 ] 。

特 に 、 階 級 闘 争 の 理 論 は 、 社 会 の 発 展 を 階 級 間 の 対 ⽴ と し て 捉 え る 視 点 を 提 供 し 、 歴

史 的 唯 物 論 は 物 質 的 条 件 が 社 会 の 構 造 を 決 定 す る と い う 考 え ⽅ を ⽰ し て い る [ 1 6 ] [ 1 7 ]

[ 1 8 ] 。 ま た 、 労 働 価 値 説 と 剰 余 価 値 の 概 念 は 、 資 本 主 義 に お け る 労 働 者 の 搾 取 を 説 明

す る た め の 中 ⼼ 的 な 理 論 で あ り 、 こ れ ら の 理 論 を 通 じ て 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 明 ら か に す

る こ と が 可 能 で あ る [ 2 0 ] [ 2 1 ] [ 2 2 ] 。



2.2.2 現代社会における適⽤可能性の評価

第 ⼆ の ⽬ 的 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 が 現 代 社 会 に お い て ど の 程 度 適 ⽤ 可 能 で あ る か を

評 価 す る こ と で あ る 。 特 に 、 経 済 的 不 平 等 、 労 働 者 の 権 利 侵 害 、 環 境 問 題 と い っ た 現

代 の 課 題 に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 が ど の よ う な 解 決 策 を 提 供 で き る か を 検 討 す る [ 2 8 ]

[ 2 9 ] [ 3 0 ] 。

現 代 社 会 で は 、 資 本 主 義 の 進 化 に 伴 い 、 階 級 構 造 が 複 雑 化 し 、 労 働 市 場 が 変 化 し て い

る 。 こ の よ う な 状 況 に お い て 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 が ど の よ う に 適 応 で き る か を 評 価

す る こ と は 重 要 で あ る [ 3 1 ] [ 3 4 ] [ 3 5 ] 。 ま た 、 ポ ス ト モ ダ ン 社 会 に お け る 階 層 と 規 範 の

解 体 や 社 会 の 多 様 性 へ の 対 応 と い っ た 課 題 に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 が ど の よ う な 視 点

を 提 供 で き る か を 検 討 す る [ 3 0 ] [ 3 1 ] [ 3 4 ] 。

2.2.3 理論的課題と未来の展望

第 三 の ⽬ 的 は 、 マ ル ク ス 主 義 が 直 ⾯ し て い る 理 論 的 課 題 を 明 ら か に し 、 そ の 未 来 の 展

望 を 探 る こ と で あ る 。 特 に 、 労 働 価 値 説 や 剰 余 価 値 の 概 念 が 現 代 の 経 済 状 況 に お い て

ど の 程 度 有 効 で あ る か を 検 討 し 、 マ ル ク ス 主 義 の ⽅ 法 論 を 再 評 価 す る [ 3 6 ] [ 3 7 ] [ 3 8 ] 。

ま た 、 マ ル ク ス 主 義 が 新 た な 社 会 運 動 （ フ ェ ミ ニ ズ ム や 環 境 問 題 な ど ） と ど の よ う に

連 携 で き る か を 探 る こ と も 重 要 で あ る [ 4 0 ] [ 4 1 ] [ 4 3 ] 。 こ れ に よ り 、 マ ル ク ス 主 義 が 現

代 社 会 に お け る 重 要 な 視 点 を 提 供 し 続 け る 可 能 性 を 評 価 す る こ と が で き る [ 4 0 ] [ 4 1 ]

[ 4 3 ] 。

2.3 分析⽅法



2.3.1 ⽂献レビュー

本 研 究 で は 、 マ ル ク ス 主 義 に 関 す る 既 存 の ⽂ 献 を 体 系 的 に レ ビ ュ ー す る こ と で 、 理 論

的 枠 組 み を 構 築 す る 。 特 に 、 マ ル ク ス の 主 要 著 作 （ 『 共 産 党 宣 ⾔ 』 や 『 資 本 論 』 ） を

中 ⼼ に 、 マ ル ク ス 主 義 の 核 ⼼ 概 念 を 解 明 す る [ 9 ] [ 1 3 ] [ 1 4 ] 。 ま た 、 現 代 の マ ル ク ス 主

義 に 関 す る 研 究 や 批 判 的 ⽂ 献 も 取 り 上 げ 、 理 論 の 適 ⽤ 可 能 性 を 評 価 す る [ 1 2 ] [ 1 4 ]

[ 2 3 ] 。

2.3.2 歴史的分析

歴 史 的 分 析 を 通 じ て 、 マ ル ク ス 主 義 が ど の よ う に 形 成 さ れ 、 発 展 し て き た か を 明 ら か

に す る 。 特 に 、 産 業 ⾰ 命 や 社 会 主 義 運 動 の 歴 史 的 背 景 を 検 討 し 、 マ ル ク ス 主 義 が こ れ

ら の 社 会 的 変 化 に ど の よ う に 対 応 し て き た か を 分 析 す る [ 9 ] [ 1 0 ] [ 1 1 ] 。 ま た 、 資 本 主

義 の 進 化 に 伴 う 社 会 構 造 の 変 化 を 評 価 し 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 が ど の よ う に 適 応 し て

き た か を 探 る [ 6 ] [ 9 ] [ 1 0 ] 。

2.3.3 理論的枠組みの適⽤

最 後 に 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 的 枠 組 み を 現 代 社 会 の 課 題 に 適 ⽤ す る こ と で 、 そ の 有 効

性 を 評 価 す る 。 特 に 、 経 済 的 不 平 等 、 労 働 者 の 権 利 侵 害 、 環 境 問 題 と い っ た 現 代 の 課

題 に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 が ど の よ う な 解 決 策 を 提 供 で き る か を 検 討 す る [ 2 8 ] [ 2 9 ]

[ 3 0 ] 。 ま た 、 ポ ス ト モ ダ ン 社 会 に お け る 階 層 と 規 範 の 解 体 や 社 会 の 多 様 性 へ の 対 応 と

い っ た 課 題 に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 が ど の よ う な 視 点 を 提 供 で き る か を 探 る [ 3 0 ] [ 3 1 ]

[ 3 4 ] 。



3. マルクス主義の概要

3.1 基本的な概念

3.1.1 階級闘争

マ ル ク ス 主 義 の 中 ⼼ 的 な 概 念 の ⼀ つ で あ る 階 級 闘 争 は 、 社 会 の 歴 史 を 階 級 間 の 対 ⽴ と

し て 捉 え る 視 点 に 基 づ い て い ま す 。 カ ー ル ‧ マ ル ク ス は 、 「 こ れ ま で の す べ て の 社 会

の 歴 史 は 、 階 級 闘 争 の 歴 史 で あ る 」 と 述 べ 、 社 会 の 発 展 を ⽀ 配 階 級 （ ブ ル ジ ョ ワ

ジ ー ） と 被 ⽀ 配 階 級 （ プ ロ レ タ リ ア ー ト ） の 間 の 対 ⽴ に よ っ て 説 明 し ま し た [ 1 ] [ 2 ] 。

こ の 対 ⽴ は 、 資 本 主 義 社 会 に お い て 特 に 顕 著 で あ り 、 資 本 家 が 労 働 者 を 搾 取 す る 構 造

が そ の 根 底 に あ り ま す 。

資 本 主 義 社 会 で は 、 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー が ⽣ 産 ⼿ 段 を 所 有 し 、 プ ロ レ タ リ ア ー ト は 労 働 ⼒

を 提 供 す る こ と で 賃 ⾦ を 得 る と い う 関 係 が 成 ⽴ し て い ま す 。 し か し 、 労 働 者 が ⽣ み 出

す 価 値 の ⼀ 部 が 資 本 家 に よ っ て 剰 余 価 値 と し て 吸 収 さ れ る た め 、 労 働 者 は 経 済 的 に 疎

外 さ れ 、 貧 困 に 陥 る こ と が 多 い で す 。 こ の よ う な 状 況 が 階 級 闘 争 を 激 化 さ せ 、 社 会 変

⾰ の 必 要 性 を ⽣ み 出 し ま す [ 3 ] [ 4 ] 。

階 級 闘 争 の 概 念 は 、 単 な る 経 済 的 対 ⽴ に と ど ま ら ず 、 政 治 的 、 ⽂ 化 的 な 領 域 に も 影 響

を 及 ぼ し ま す 。 例 え ば 、 労 働 者 階 級 が 団 結 し て 政 治 的 権 ⼒ を 獲 得 し 、 資 本 主 義 体 制 を

打 倒 す る こ と が マ ル ク ス 主 義 の ⽬ 標 の ⼀ つ で す 。 こ の 過 程 で 、 階 級 の な い 社 会 、 す な

わ ち 共 産 主 義 社 会 が 実 現 さ れ る と さ れ て い ま す [ 5 ] [ 6 ] 。



3.1.2 歴史的唯物論

歴 史 的 唯 物 論 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 哲 学 的 基 盤 で あ り 、 社 会 の 発 展 を 物 質 的 条 件 や 経 済

的 基 盤 に 基 づ い て 説 明 す る 理 論 で す 。 マ ル ク ス は 、 社 会 の 構 造 や 制 度 が 経 済 的 な 要 因

に よ っ て 決 定 さ れ る と 主 張 し 、 こ れ を 「 ⼟ 台 」 と 「 上 部 構 造 」 の 関 係 と し て 表 現 し ま

し た [ 7 ] [ 8 ] 。

具 体 的 に は 、 ⼟ 台 （ ⽣ 産 ⼒ や ⽣ 産 関 係 ） が 法 律 、 政 治 、 ⽂ 化 な ど の 上 部 構 造 を 形 成

し 、 制 約 す る と い う 考 え ⽅ で す 。 こ の 理 論 に 基 づ き 、 社 会 の 変 ⾰ は 経 済 的 基 盤 の 変 化

に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る と さ れ て い ま す 。 例 え ば 、 資 本 主 義 社 会 で は 、 ⽣ 産 ⼒ の 発 展

が 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 露 呈 さ せ 、 最 終 的 に 社 会 主 義 へ の 移 ⾏ を 促 す と さ れ て い ま す [ 9 ]

[ 1 0 ] 。

歴 史 的 唯 物 論 は 、 ヘ ー ゲ ル の 弁 証 法 を 批 判 的 に 継 承 し 、 物 質 的 条 件 を 歴 史 の 中 ⼼ に 据

え る こ と で 、 社 会 の 発 展 を 科 学 的 に 分 析 す る ⽅ 法 論 を 提 供 し ま し た 。 こ の 理 論 は 、 社

会 の 変 ⾰ を 理 解 す る た め の 重 要 な 枠 組 み と し て 、 マ ル ク ス 主 義 の 他 の 概 念 と 密 接 に 関

連 し て い ま す [ 1 1 ] [ 1 2 ] 。

3.1.3 剰余価値

剰 余 価 値 の 概 念 は 、 マ ル ク ス 経 済 学 の 核 ⼼ で あ り 、 資 本 主 義 社 会 に お け る 搾 取 の メ カ

ニ ズ ム を 説 明 す る た め の 重 要 な 理 論 で す 。 マ ル ク ス は 、 労 働 者 が ⽣ み 出 す 価 値 と そ の

労 働 に 対 し て ⽀ 払 わ れ る 賃 ⾦ の 差 額 を 「 剰 余 価 値 」 と 呼 び 、 こ れ が 資 本 家 の 利 益 の 源

泉 で あ る と し ま し た [ 1 3 ] [ 1 4 ] 。



具 体 的 に は 、 労 働 者 が ⽣ 産 過 程 で ⽣ み 出 す 価 値 が 、 彼 ら の 労 働 ⼒ の 価 値 （ 賃 ⾦ ） を 超

え る 場 合 、 そ の 超 過 分 が 剰 余 価 値 と し て 資 本 家 に 吸 収 さ れ ま す 。 こ の 剰 余 価 値 は 、 資

本 の 蓄 積 や 利 潤 の 増 加 に 寄 与 し 、 資 本 主 義 の 発 展 を ⽀ え る ⼀ ⽅ で 、 労 働 者 の 貧 困 や 疎

外 を 助 ⻑ し ま す [ 1 5 ] [ 1 6 ] 。

剰 余 価 値 の 概 念 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 明 ら か に し 、 社 会 主 義 へ の 移 ⾏ を 理 論 的 に ⽀ 持

す る 基 盤 と な っ て い ま す 。 こ の 理 論 は 、 資 本 主 義 経 済 の 構 造 を 理 解 し 、 そ の 問 題 点 を

批 判 す る た め の 重 要 な ツ ー ル と し て 、 現 代 に お い て も 広 く 利 ⽤ さ れ て い ま す [ 1 7 ]

[ 1 8 ] 。

3.2 社会主義への移⾏

3.2.1 資本主義の⽭盾と崩壊

マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 が 内 在 す る ⽭ 盾 に よ っ て 最 終 的 に 崩 壊 す る と 予 測 し て い ま

す 。 こ の ⽭ 盾 の ⼀ つ は 、 資 本 主 義 が 利 潤 を 追 求 す る 過 程 で 労 働 者 を 搾 取 し 、 経 済 的 不

平 等 を 拡 ⼤ さ せ る 点 で す 。 こ れ に よ り 、 労 働 者 階 級 の 不 満 が ⾼ ま り 、 社 会 的 な 緊 張 が

増 ⼤ し ま す [ 1 9 ] [ 2 0 ] 。

さ ら に 、 資 本 主 義 は ⽣ 産 ⼒ の 発 展 を 促 進 す る ⼀ ⽅ で 、 過 剰 ⽣ 産 や 市 場 の 飽 和 と い っ た

問 題 を 引 き 起 こ し ま す 。 こ の よ う な 状 況 は 、 経 済 危 機 を 招 き 、 資 本 主 義 の 持 続 可 能 性

を 脅 か し ま す 。 マ ル ク ス は 、 こ れ ら の ⽭ 盾 が 資 本 主 義 の 崩 壊 を 導 き 、 社 会 主 義 へ の 移

⾏ を 促 す と 主 張 し ま し た [ 2 1 ] [ 2 2 ] 。

3.2.2 労働者階級の団結と⾰命



社 会 主 義 へ の 移 ⾏ に お い て 、 労 働 者 階 級 の 団 結 と ⾰ 命 は 重 要 な 役 割 を 果 た し ま す 。 マ

ル ク ス 主 義 は 、 労 働 者 階 級 が 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 認 識 し 、 団 結 し て 政 治 的 権 ⼒ を 獲 得 す

る こ と を 提 唱 し て い ま す 。 こ の 過 程 で 、 労 働 者 は 資 本 主 義 体 制 を 打 倒 し 、 ⽣ 産 ⼿ 段 を

社 会 の 共 有 財 産 に 変 え る こ と を ⽬ 指 し ま す [ 2 3 ] [ 2 4 ] 。

⾰ 命 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 決 し 、 社 会 主 義 を 実 現 す る た め の ⼿ 段 と し て 位 置 づ け ら

れ て い ま す 。 特 に 、 プ ロ レ タ リ ア ー ト が 主 導 す る ⾰ 命 は 、 階 級 の な い 社 会 を 構 築 す る

た め の 第 ⼀ 歩 と さ れ て い ま す 。 こ の ⾰ 命 の 成 功 に は 、 労 働 者 階 級 の 意 識 向 上 と 組 織 化

が 不 可 ⽋ で す [ 2 5 ] [ 2 6 ] 。

3.2.3 共産主義社会の実現

マ ル ク ス 主 義 の 最 終 的 な ⽬ 標 は 、 共 産 主 義 社 会 の 実 現 で す 。 こ の 社 会 で は 、 階 級 の な

い 協 同 社 会 が 形 成 さ れ 、 資 本 の 私 有 が 廃 ⽌ さ れ ま す 。 ⽣ 産 ⼿ 段 は 社 会 全 体 の 共 有 財 産

と な り 、 労 働 者 は 搾 取 か ら 解 放 さ れ ま す [ 2 7 ] [ 2 8 ] 。

共 産 主 義 社 会 で は 、 「 能 ⼒ に 応 じ て 働 き 、 必 要 に 応 じ て 受 け 取 る 」 と い う 原 則 が 実 現

さ れ る と さ れ て い ま す 。 こ の 社 会 は 、 個 ⼈ の ⾃ 由 な 発 展 が す べ て の ⼈ の ⾃ 由 な 発 展 の

条 件 と な る よ う な 形 で 構 築 さ れ ま す 。 こ れ に よ り 、 経 済 的 不 平 等 や 社 会 的 疎 外 が 解 消

さ れ 、 真 の 平 等 が 達 成 さ れ る と さ れ て い ま す [ 2 9 ] [ 3 0 ] 。

3.3 影響と発展

3.3.1 労働運動への影響



マ ル ク ス 主 義 は 、 1 9 世 紀 か ら 2 0 世 紀 に か け て の 労 働 運 動 に ⼤ き な 影 響 を 与 え ま し

た 。 特 に 、 労 働 者 階 級 の 団 結 と 権 利 獲 得 を ⽬ 指 す 運 動 に お い て 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論

は 重 要 な 指 針 と な り ま し た 。 例 え ば 、 労 働 組 合 の 結 成 や 労 働 条 件 の 改 善 を 求 め る 活 動

は 、 マ ル ク ス 主 義 の 影 響 を 受 け て 展 開 さ れ ま し た [ 3 1 ] [ 3 2 ] 。

さ ら に 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 社 会 主 義 政 党 の 形 成 や 政 治 的 運 動 に も 寄 与 し ま し た 。 こ れ

に よ り 、 労 働 者 階 級 が 政 治 的 権 ⼒ を 獲 得 し 、 資 本 主 義 体 制 を 変 ⾰ す る た め の 基 盤 が 築

か れ ま し た 。 こ の よ う な 運 動 は 、 社 会 の 変 ⾰ を 促 進 し 、 労 働 者 の 権 利 を 拡 ⼤ す る 結 果

を も た ら し ま し た [ 3 3 ] [ 3 4 ] 。

3.3.2 マルクス‧レーニン主義の展開

マ ル ク ス 主 義 は 、 2 0 世 紀 に お い て レ ー ニ ン に よ っ て 発 展 さ れ 、 マ ル ク ス ‧ レ ー ニ ン 主

義 と し て 知 ら れ る 思 想 体 系 が 形 成 さ れ ま し た 。 レ ー ニ ン は 、 マ ル ク ス 主 義 を ロ シ ア の

社 会 状 況 に 適 応 さ せ 、 ⾰ 命 理 論 を 具 体 化 し ま し た 。 特 に 、 プ ロ レ タ リ ア ー ト 独 裁 や 計

画 経 済 の 概 念 は 、 マ ル ク ス ‧ レ ー ニ ン 主 義 の 重 要 な 要 素 と な り ま し た [ 3 5 ] [ 3 6 ] 。

こ の 思 想 は 、 ロ シ ア ⾰ 命 （ 1 9 1 7 年 ） や 中 国 ⾰ 命 （ 1 9 4 9 年 ） な ど 、 多 く の 社 会 主 義 運

動 に 影 響 を 与 え ま し た 。 こ れ に よ り 、 マ ル ク ス 主 義 は 単 な る 理 論 に と ど ま ら ず 、 実 践

的 な 政 治 理 念 と し て 広 が り を ⾒ せ ま し た [ 3 7 ] [ 3 8 ] 。

3.3.3 現代における解釈と実践

現 代 に お い て 、 マ ル ク ス 主 義 は 多 様 な 解 釈 と 実 践 を 通 じ て 進 化 を 続 け て い ま す 。 特

に 、 批 判 理 論 や ⽂ 化 研 究 の 分 野 で は 、 マ ル ク ス 主 義 的 視 点 が 広 く 受 け ⼊ れ ら れ て い ま



す 。 こ れ に よ り 、 社 会 の 構 造 や 権 ⼒ 関 係 を 分 析 す る た め の ⽅ 法 論 と し て 、 マ ル ク ス 主

義 が 活 ⽤ さ れ て い ま す [ 3 9 ] [ 4 0 ] 。

さ ら に 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 経 済 的 不 平 等 や 労 働 者 の 搾 取 に 関 す る 議 論 に お い て も 重 要

な 役 割 を 果 た し て い ま す 。 こ れ に よ り 、 資 本 主 義 の 問 題 点 を 明 ら か に し 、 社 会 変 ⾰ の

必 要 性 を 訴 え る 動 き が 強 化 さ れ て い ま す [ 4 1 ] [ 4 2 ] 。

現 代 の マ ル ク ス 主 義 は 、 環 境 問 題 や フ ェ ミ ニ ズ ム な ど の 新 た な 社 会 運 動 と も 連 携 し 、

よ り 広 範 な 社 会 的 課 題 に 対 処 す る た め の フ レ ー ム ワ ー ク と し て 再 評 価 さ れ て い ま す 。

こ の よ う な 動 き は 、 マ ル ク ス 主 義 が 現 代 社 会 に お い て も 重 要 な 視 点 を 提 供 し 続 け て い

る こ と を ⽰ し て い ま す [ 4 3 ] [ 4 4 ] 。

4. マルクス主義の起源と背景

4.1 歴史的背景

4.1.1 産業⾰命と労働者階級の形成

産 業 ⾰ 命 は 1 8 世 紀 後 半 か ら 1 9 世 紀 に か け て ヨ ー ロ ッ パ で 進 ⾏ し 、 社 会 経 済 構 造 に ⼤

き な 変 化 を も た ら し た 。 こ の 時 期 、 農 業 中 ⼼ の 経 済 か ら ⼯ 業 中 ⼼ の 経 済 へ と 移 ⾏ し 、

都 市 化 が 急 速 に 進 ん だ 。 こ れ に 伴 い 、 ⼯ 場 労 働 者 を 中 ⼼ と し た 新 た な 労 働 者 階 級 （ プ

ロ レ タ リ ア ー ト ） が 形 成 さ れ た [ 1 ] [ 2 ] 。 産 業 ⾰ 命 は ⽣ 産 性 を ⾶ 躍 的 に 向 上 さ せ た ⼀ ⽅

で 、 労 働 者 の ⽣ 活 条 件 を 悪 化 さ せ た 。 ⻑ 時 間 労 働 、 低 賃 ⾦ 、 劣 悪 な 労 働 環 境 が ⼀ 般 的

で あ り 、 こ れ が 労 働 者 階 級 の 不 満 を 増 ⼤ さ せ た [ 3 ] [ 4 ] 。



さ ら に 、 産 業 ⾰ 命 は 資 本 主 義 の 発 展 を 加 速 さ せ 、 資 本 家 （ ブ ル ジ ョ ワ ジ ー ） と 労 働 者

階 級 の 間 に 経 済 的 な 格 差 を ⽣ み 出 し た 。 こ の 格 差 は 、 労 働 者 が ⽣ 産 ⼿ 段 を 持 た ず 、 資

本 家 に 依 存 せ ざ る を 得 な い 状 況 を 強 化 し た [ 5 ] 。 こ う し た 状 況 が 、 マ ル ク ス 主 義 の 理

論 的 基 盤 と な る 「 階 級 闘 争 」 の 概 念 を ⽣ み 出 す ⼟ 壌 を 形 成 し た [ 6 ] 。

4.1.2 資本家と労働者の対⽴

産 業 ⾰ 命 に よ っ て ⽣ じ た 資 本 家 と 労 働 者 の 対 ⽴ は 、 マ ル ク ス 主 義 の 中 ⼼ 的 な テ ー マ で

あ る 「 階 級 闘 争 」 の 基 盤 と な っ た 。 資 本 家 は ⽣ 産 ⼿ 段 を 所 有 し 、 労 働 者 の 労 働 ⼒ を 搾

取 す る こ と で 利 益 を 得 て い た 。 ⼀ ⽅ 、 労 働 者 は ⾃ ら の 労 働 ⼒ を 売 る こ と で ⽣ 計 を ⽴ て

る し か な く 、 経 済 的 に 不 安 定 な 状 況 に 置 か れ て い た [ 7 ] [ 8 ] 。

こ の 対 ⽴ は 、 労 働 者 の 貧 困 化 と 資 本 家 の 富 の 集 中 を も た ら し 、 社 会 的 不 平 等 を 拡 ⼤ さ

せ た 。 特 に 、 労 働 者 が ⽣ み 出 す 価 値 と そ の 労 働 に 対 し て ⽀ 払 わ れ る 賃 ⾦ の 差 で あ る

「 剰 余 価 値 」 が 資 本 家 の 利 益 の 源 泉 と な り 、 労 働 者 の 搾 取 が 構 造 的 に 固 定 化 さ れ た

[ 9 ] [ 1 0 ] 。 こ う し た 状 況 は 、 労 働 者 階 級 の 団 結 と 社 会 変 ⾰ の 必 要 性 を 強 調 す る マ ル ク

ス 主 義 の 理 論 的 基 盤 を 形 成 し た [ 1 1 ] 。

4.1.3 社会的変⾰の必要性

産 業 ⾰ 命 後 の 社 会 で は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 が 顕 在 化 し 、 社 会 的 変 ⾰ の 必 要 性 が ⾼ ま っ

た 。 労 働 者 階 級 の 貧 困 や 不 平 等 は 、 社 会 的 な 不 安 定 要 因 と な り 、 労 働 運 動 や 社 会 主 義

運 動 の 台 頭 を 促 し た [ 1 2 ] [ 1 3 ] 。 こ れ に よ り 、 資 本 主 義 の 問 題 を 解 決 し 、 よ り 平 等 な 社

会 を 実 現 す る た め の 理 論 的 枠 組 み と し て マ ル ク ス 主 義 が 注 ⽬ さ れ る よ う に な っ た

[ 1 4 ] 。



マ ル ク ス と エ ン ゲ ル ス は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 指 摘 し 、 労 働 者 階 級 が 団 結 し て 資 本 主 義

を 打 倒 す る 必 要 性 を 説 い た 。 彼 ら は 、 資 本 主 義 が そ の 内 在 的 な ⽭ 盾 に よ っ て 崩 壊 し 、

社 会 主 義 へ の 移 ⾏ が 必 然 で あ る と 主 張 し た [ 1 5 ] [ 1 6 ] 。 こ の よ う に 、 社 会 的 変 ⾰ の 必 要

性 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 形 成 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し た 。

4.2 哲学的影響

4.2.1 ドイツ観念論とヘーゲルの弁証法

マ ル ク ス 主 義 の 哲 学 的 基 盤 に は 、 ド イ ツ 観 念 論 、 特 に ヘ ー ゲ ル の 弁 証 法 が ⼤ き な 影 響

を 与 え て い る 。 ヘ ー ゲ ル の 弁 証 法 は 、 対 ⽴ す る 概 念 （ 正 と 反 ） が 統 合 さ れ て 新 た な 概

念 （ 合 ） を ⽣ み 出 す と い う 歴 史 的 発 展 の プ ロ セ ス を 説 明 す る も の で あ る [ 1 7 ] [ 1 8 ] 。 マ

ル ク ス は こ の 弁 証 法 を 批 判 的 に 継 承 し 、 物 質 的 条 件 に 基 づ く 歴 史 の 発 展 を 説 明 す る

「 唯 物 史 観 」 を 提 唱 し た [ 1 9 ] [ 2 0 ] 。

ヘ ー ゲ ル の 哲 学 は 、 歴 史 を 動 的 な プ ロ セ ス と し て 捉 え る 視 点 を 提 供 し 、 マ ル ク ス 主 義

の 歴 史 的 唯 物 論 の 基 盤 を 形 成 し た 。 特 に 、 社 会 の 発 展 が ⽭ 盾 と そ の 解 決 を 通 じ て 進 ⾏

す る と い う 考 え ⽅ は 、 マ ル ク ス 主 義 の 階 級 闘 争 の 理 論 に 直 接 的 な 影 響 を 与 え た [ 2 1 ]

[ 2 2 ] 。

4.2.2 イギリス古典派経済学の影響



マ ル ク ス 主 義 は ま た 、 イ ギ リ ス 古 典 派 経 済 学 、 特 に ア ダ ム ‧ ス ミ ス や デ イ ヴ ィ ッ ド ‧

リ カ ー ド の 理 論 か ら も 影 響 を 受 け て い る 。 ス ミ ス の 労 働 価 値 説 や リ カ ー ド の 分 配 理 論

は 、 マ ル ク ス が 剰 余 価 値 の 概 念 を 発 展 さ せ る 際 の 基 盤 と な っ た [ 2 3 ] [ 2 4 ] 。

マ ル ク ス は 、 古 典 派 経 済 学 の 理 論 を 批 判 的 に 継 承 し 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 明 す る た め

の 理 論 的 枠 組 み を 構 築 し た 。 特 に 、 労 働 者 が ⽣ み 出 す 価 値 と そ の 労 働 に 対 し て ⽀ 払 わ

れ る 賃 ⾦ の 差 を 「 剰 余 価 値 」 と し て 定 義 し 、 こ れ が 資 本 主 義 に お け る 搾 取 の 本 質 で あ

る と 主 張 し た [ 2 5 ] [ 2 6 ] 。

4.2.3 唯物史観の形成

唯 物 史 観 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 中 ⼼ 的 な 哲 学 的 概 念 で あ り 、 歴 史 の 発 展 を 物 質 的 条 件 や

経 済 的 基 盤 に 基 づ い て 説 明 す る も の で あ る [ 2 7 ] [ 2 8 ] 。 マ ル ク ス は 、 社 会 の 発 展 が ⽣ 産

⼒ と ⽣ 産 関 係 の ⽭ 盾 に よ っ て 駆 動 さ れ る と 考 え 、 こ の ⽭ 盾 が 社 会 ⾰ 命 を 引 き 起 こ す と

主 張 し た [ 2 9 ] [ 3 0 ] 。

唯 物 史 観 は 、 社 会 の 経 済 的 基 盤 が 法 律 、 政 治 、 ⽂ 化 な ど の 上 部 構 造 を 形 成 し 、 こ れ が

再 び 経 済 的 基 盤 に 影 響 を 与 え る と い う 相 互 作 ⽤ を 強 調 す る [ 3 1 ] [ 3 2 ] 。 こ の 視 点 は 、 資

本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 明 し 、 社 会 主 義 へ の 移 ⾏ を 理 論 的 に ⽀ 持 す る た め の 重 要 な 枠 組 み と

な っ た [ 3 3 ] [ 3 4 ] 。

4.3 マルクス主義の形成

4.3.1 『共産党宣⾔』の意義



1 8 4 8 年 に 発 表 さ れ た 『 共 産 党 宣 ⾔ 』 は 、 マ ル ク ス と エ ン ゲ ル ス に よ る 共 同 作 業 の 成

果 で あ り 、 マ ル ク ス 主 義 の 基 本 的 な 理 念 を 広 め る 重 要 な 役 割 を 果 た し た [ 3 5 ] [ 3 6 ] 。 こ

の ⽂ 書 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 指 摘 し 、 労 働 者 階 級 の 団 結 と ⾰ 命 の 必 要 性 を 訴 え る 内 容

と な っ て い る [ 3 7 ] [ 3 8 ] 。

『 共 産 党 宣 ⾔ 』 は 、 資 本 主 義 が そ の 内 在 的 な ⽭ 盾 に よ っ て 崩 壊 し 、 社 会 主 義 へ の 移 ⾏

が 必 然 で あ る と 主 張 し た 。 ま た 、 労 働 者 階 級 が 歴 史 の 主 体 と し て 登 場 し 、 社 会 変 ⾰ を

実 現 す る ⼒ を 持 つ こ と を 強 調 し た [ 3 9 ] [ 4 0 ] 。

4.3.2 『資本論』の理論的貢献

マ ル ク ス の 主 著 で あ る 『 資 本 論 』 は 、 資 本 主 義 経 済 の 構 造 と そ の 運 動 法 則 を 詳 細 に 分

析 し た も の で あ り 、 マ ル ク ス 主 義 経 済 学 の 基 礎 を 築 い た [ 4 1 ] [ 4 2 ] 。 こ の 著 作 で は 、 剰

余 価 値 の 概 念 を 通 じ て 資 本 家 に よ る 労 働 者 の 搾 取 を 明 ら か に し 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 理

論 的 に 解 明 し た [ 4 3 ] [ 4 4 ] 。

『 資 本 論 』 は 、 資 本 主 義 の 崩 壊 と 社 会 主 義 へ の 移 ⾏ を 予 測 す る 理 論 的 根 拠 を 提 供 し 、

マ ル ク ス 主 義 の 経 済 理 論 を 体 系 化 す る 重 要 な 役 割 を 果 た し た [ 4 5 ] [ 4 6 ] 。

4.3.3 理論の社会的影響

マ ル ク ス 主 義 は 、 1 9 世 紀 か ら 2 0 世 紀 に か け て の 労 働 運 動 や 社 会 主 義 運 動 に ⼤ き な 影

響 を 与 え た [ 4 7 ] [ 4 8 ] 。 特 に 、 ロ シ ア ⾰ 命 や 中 国 ⾰ 命 な ど 、 マ ル ク ス 主 義 に 基 づ く 政 治

運 動 が 実 際 に 国 家 体 制 を 変 ⾰ す る 結 果 を も た ら し た [ 4 9 ] [ 5 0 ] 。



ま た 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 の 批 判 や 社 会 変 ⾰ の 理 論 と し て 、 現 代 に お い て も 多

く の 学 問 分 野 や 社 会 運 動 に 影 響 を 与 え 続 け て い る [ 5 1 ] [ 5 2 ] 。 こ の よ う に 、 マ ル ク ス 主

義 は 単 な る 理 論 に と ど ま ら ず 、 実 践 的 な 政 治 理 念 と し て も 広 が り を ⾒ せ て い る 。

5. マルクス主義の核⼼概念と重要な原則

5.1 核⼼概念

5.1.1 階級闘争の歴史的視点

マ ル ク ス 主 義 の 中 ⼼ 的 な 概 念 の ⼀ つ で あ る 階 級 闘 争 は 、 社 会 の 歴 史 を 理 解 す る た め の

基 本 的 な 枠 組 み を 提 供 す る 。 マ ル ク ス は 「 こ れ ま で の す べ て の 社 会 の 歴 史 は 階 級 闘 争

の 歴 史 で あ る 」 と 述 べ 、 社 会 の 発 展 を 階 級 間 の 対 ⽴ に よ っ て 説 明 し た [ 1 ] [ 2 ] 。 こ の 視

点 で は 、 ⽀ 配 階 級 （ ブ ル ジ ョ ワ ジ ー ） と 被 ⽀ 配 階 級 （ プ ロ レ タ リ ア ー ト ） の 間 の 対 ⽴

が 、 社 会 の 変 ⾰ を 促 進 す る 主 要 な ⼒ と し て 位 置 づ け ら れ る 。

階 級 闘 争 の 歴 史 的 視 点 は 、 古 代 の 奴 隷 制 社 会 、 封 建 制 社 会 、 そ し て 資 本 主 義 社 会 に ⾄

る ま で 、 各 時 代 の ⽀ 配 的 な ⽣ 産 関 係 と そ れ に 基 づ く 階 級 構 造 を 分 析 す る こ と を 可 能 に

す る 。 例 え ば 、 奴 隷 制 社 会 で は 奴 隷 と 奴 隷 所 有 者 、 封 建 制 社 会 で は 農 奴 と 領 主 、 資 本

主 義 社 会 で は 労 働 者 と 資 本 家 の 間 に 明 確 な 対 ⽴ が 存 在 し て い た [ 3 ] [ 4 ] 。

資 本 主 義 社 会 に お い て は 、 労 働 者 が ⽣ 産 ⼿ 段 を 持 た ず 、 賃 ⾦ 労 働 を 通 じ て 資 本 家 に 搾

取 さ れ る 構 造 が 存 在 す る 。 こ の 搾 取 の 結 果 と し て 、 労 働 者 は 疎 外 さ れ 、 経 済 的 不 平 等



が 拡 ⼤ す る 。 こ の よ う な 階 級 闘 争 の 視 点 は 、 社 会 の 変 ⾰ を ⽬ 指 す 理 論 的 基 盤 と し て 機

能 し 、 労 働 者 階 級 の 団 結 と ⾰ 命 の 必 要 性 を 強 調 す る [ 5 ] [ 6 ] 。

5.1.2 歴史的唯物論の適⽤

歴 史 的 唯 物 論 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 哲 学 的 基 盤 で あ り 、 社 会 の 発 展 を 物 質 的 条 件 や 経 済

的 基 盤 に 基 づ い て 説 明 す る 理 論 で あ る 。 こ の 理 論 は 、 社 会 の 上 部 構 造 （ 法 律 、 政 治 、

⽂ 化 な ど ） が 経 済 的 基 盤 に よ っ て 形 成 さ れ 、 制 約 さ れ る と 主 張 す る [ 7 ] [ 8 ] 。

マ ル ク ス は 、 社 会 の 発 展 を ⽣ 産 ⼒ と ⽣ 産 関 係 の ⽭ 盾 に よ っ て 説 明 し た 。 ⽣ 産 ⼒ が 発 展

す る と 、 既 存 の ⽣ 産 関 係 が そ の 発 展 を 妨 げ る よ う に な り 、 社 会 ⾰ 命 が 起 こ る 。 こ の ⾰

命 に よ っ て 、 新 し い ⽣ 産 関 係 が 形 成 さ れ 、 社 会 の 上 部 構 造 も 変 ⾰ さ れ る [ 9 ] [ 1 0 ] 。

例 え ば 、 封 建 制 社 会 か ら 資 本 主 義 社 会 へ の 移 ⾏ は 、 ⽣ 産 ⼒ の 発 展 に よ る も の で あ る 。

封 建 制 の ⽣ 産 関 係 は 、 資 本 主 義 的 な ⽣ 産 ⼒ の 発 展 を 妨 げ る よ う に な り 、 資 本 主 義 が 台

頭 す る 結 果 と な っ た 。 同 様 に 、 資 本 主 義 社 会 も そ の 内 在 的 な ⽭ 盾 に よ っ て 崩 壊 し 、 社

会 主 義 へ と 移 ⾏ す る こ と が 予 測 さ れ る [ 1 1 ] [ 1 2 ] 。

歴 史 的 唯 物 論 の 適 ⽤ は 、 社 会 の 変 ⾰ を 理 解 す る た め の 重 要 な 枠 組 み を 提 供 し 、 資 本 主

義 の ⽭ 盾 を 指 摘 す る た め の 理 論 的 基 盤 と な る 。 こ の 理 論 は 、 社 会 の 発 展 を 経 済 的 要 因

に 基 づ い て 分 析 す る こ と で 、 社 会 変 ⾰ の 可 能 性 を ⽰ 唆 す る [ 1 3 ] [ 1 4 ] 。

5.1.3 労働価値説と剰余価値

労 働 価 値 説 は 、 商 品 の 価 値 が そ の ⽣ 産 に 必 要 な 労 働 時 間 に よ っ て 決 定 さ れ る と い う 理

論 で あ り 、 マ ル ク ス 主 義 経 済 学 の 基 盤 と な る 。 こ の 理 論 は 、 ア ダ ム ‧ ス ミ ス や デ イ



ヴ ィ ッ ド ‧ リ カ ー ド の 古 典 派 経 済 学 を 批 判 的 に 継 承 し 、 発 展 さ せ た も の で あ る [ 1 5 ]

[ 1 6 ] 。

マ ル ク ス は 、 労 働 価 値 説 を 基 に 剰 余 価 値 の 概 念 を 提 唱 し た 。 剰 余 価 値 と は 、 労 働 者 が

⽣ み 出 す 価 値 と そ の 労 働 に 対 し て ⽀ 払 わ れ る 賃 ⾦ の 差 額 を 指 す 。 こ の 差 額 は 資 本 家 の

利 益 の 源 泉 で あ り 、 労 働 者 の 搾 取 の 結 果 で あ る [ 1 7 ] [ 1 8 ] 。

例 え ば 、 労 働 者 が 1 ⽇ 8 時 間 働 い て 商 品 を ⽣ 産 す る と 、 そ の 商 品 の 価 値 は 8 時 間 分 の 労

働 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 し か し 、 労 働 者 に ⽀ 払 わ れ る 賃 ⾦ は そ の 価 値 の ⼀ 部 に 過 ぎ

ず 、 残 り の 価 値 （ 剰 余 価 値 ） は 資 本 家 に よ っ て 取 得 さ れ る 。 こ の 剰 余 価 値 が 資 本 主 義

の 利 潤 の 源 泉 で あ り 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を ⽣ む 原 因 と な る [ 1 9 ] [ 2 0 ] 。

剰 余 価 値 の 概 念 は 、 資 本 主 義 社 会 に お け る 搾 取 の 構 造 を 明 ら か に し 、 労 働 者 階 級 の 解

放 を ⽬ 指 す 理 論 的 基 盤 を 提 供 す る 。 こ の 理 論 は 、 資 本 主 義 の 批 判 と 社 会 主 義 の 実 現 を

⽬ 指 す マ ル ク ス 主 義 の 核 ⼼ 的 な 要 素 で あ る [ 2 1 ] [ 2 2 ] 。

5.2 重要な原則

5.2.1 経済的不平等の批判

マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 が ⽣ み 出 す 経 済 的 不 平 等 を 批 判 す る 。 資 本 主 義 社 会 で は 、

資 本 家 が ⽣ 産 ⼿ 段 を 所 有 し 、 労 働 者 が 賃 ⾦ 労 働 を 通 じ て 搾 取 さ れ る 構 造 が 存 在 す る 。

こ の 構 造 は 、 富 の 集 中 と 貧 困 の 拡 ⼤ を 助 ⻑ し 、 社 会 的 不 平 等 を 深 刻 化 さ せ る [ 2 3 ]

[ 2 4 ] 。



例 え ば 、 資 本 主 義 社 会 で は 、 少 数 の 資 本 家 が 富 を 独 占 し 、 多 数 の 労 働 者 が 貧 困 に 苦 し

む 状 況 が ⽣ ま れ る 。 こ の 不 平 等 は 、 労 働 者 の 疎 外 を 引 き 起 こ し 、 社 会 の 安 定 を 脅 か す

要 因 と な る [ 2 5 ] [ 2 6 ] 。

マ ル ク ス 主 義 は 、 こ の よ う な 経 済 的 不 平 等 を 解 消 す る た め に 、 資 本 の 私 有 を 廃 ⽌ し 、

⽣ 産 ⼿ 段 を 社 会 の 共 有 財 産 と す る こ と を 提 唱 す る 。 こ の 提 案 は 、 社 会 主 義 の 実 現 を ⽬

指 す マ ル ク ス 主 義 の 重 要 な 原 則 で あ る [ 2 7 ] [ 2 8 ] 。

5.2.2 社会主義の実現に向けた提案

マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 が 最 終 的 に そ の 崩 壊 を 招 き 、 社 会 主 義 へ と 移 ⾏ す る

こ と を 予 測 す る 。 社 会 主 義 は 、 資 本 の 私 有 を 廃 ⽌ し 、 ⽣ 産 ⼿ 段 を 共 同 で 所 有 す る こ と

を 提 唱 す る 。 こ の 提 案 は 、 経 済 的 不 平 等 を 解 消 し 、 階 級 の な い 社 会 を 実 現 す る た め の

重 要 な ス テ ッ プ で あ る [ 2 9 ] [ 3 0 ] 。

社 会 主 義 の 実 現 に 向 け た 提 案 は 、 労 働 者 階 級 の 団 結 と ⾰ 命 を 通 じ て 達 成 さ れ る 。 労 働

者 が 資 本 主 義 の 搾 取 に 対 抗 し 、 資 本 家 の ⽀ 配 を 打 倒 す る こ と で 、 社 会 主 義 へ の 移 ⾏ が

可 能 と な る 。 こ の 過 程 で 、 労 働 者 階 級 の 解 放 と 社 会 の 変 ⾰ が 実 現 さ れ る [ 3 1 ] [ 3 2 ] 。

社 会 主 義 の 実 現 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 消 し 、 社 会 の 安 定 と 平 等 を 促 進 す る た め の 重

要 な 原 則 で あ る 。 こ の 提 案 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 核 ⼼ 的 な ⽬ 標 で あ り 、 社 会 変 ⾰ の 理 論

的 基 盤 を 提 供 す る [ 3 3 ] [ 3 4 ] 。

5.2.3 ⾰命の必要性とその意義



マ ル ク ス 主 義 は 、 社 会 の 変 ⾰ に は ⾰ 命 が 必 要 で あ る と 主 張 す る 。 特 に 、 労 働 者 階 級 が

団 結 し 、 資 本 主 義 体 制 を 打 倒 す る こ と が 重 要 と さ れ る 。 こ の ⾰ 命 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾

を 解 消 し 、 社 会 主 義 へ の 移 ⾏ を 促 進 す る た め の ⼿ 段 で あ る [ 3 5 ] [ 3 6 ] 。

⾰ 命 の 必 要 性 は 、 資 本 主 義 社 会 に お け る 搾 取 と 不 平 等 の 構 造 を 変 ⾰ す る た め の 重 要 な

要 素 で あ る 。 労 働 者 階 級 が 団 結 し 、 資 本 家 の ⽀ 配 を 打 倒 す る こ と で 、 社 会 の 変 ⾰ が 可

能 と な る 。 こ の 過 程 で 、 労 働 者 の 解 放 と 社 会 の 安 定 が 実 現 さ れ る [ 3 7 ] [ 3 8 ] 。

⾰ 命 の 意 義 は 、 社 会 の 変 ⾰ を 通 じ て 階 級 の な い 社 会 を 実 現 す る こ と に あ る 。 こ の ⽬ 標

は 、 マ ル ク ス 主 義 の 核 ⼼ 的 な 原 則 で あ り 、 社 会 主 義 の 実 現 を ⽬ 指 す 理 論 的 基 盤 を 提 供

す る [ 3 9 ] [ 4 0 ] 。

6. マルクス主義の現在の従⽤

6.1 社会問題の分析

6.1.1 経済的不平等の批判

マ ル ク ス 主 義 は 、 現 代 社 会 に お け る 経 済 的 不 平 等 の 問 題 を 分 析 す る た め の 重 要 な 理 論

的 枠 組 み と し て 機 能 し て い る 。 資 本 主 義 の 構 造 的 な 特 徴 で あ る 富 の 集 中 と 貧 困 の 拡 ⼤

は 、 マ ル ク ス 主 義 の 批 判 の 中 ⼼ 的 な テ ー マ で あ る [ 1 ] [ 2 ] 。 特 に 、 資 本 主 義 が ⽣ み 出 す

経 済 的 不 平 等 は 、 労 働 者 階 級 の ⽣ 活 条 件 を 悪 化 さ せ る だ け で な く 、 社 会 全 体 の 安 定 性

を 脅 か す 要 因 と な っ て い る 。



マ ル ク ス 主 義 の 視 点 か ら ⾒ る と 、 資 本 主 義 は 少 数 の 資 本 家 が 富 を 独 占 し 、 多 数 の 労 働

者 が 搾 取 さ れ る 構 造 を 持 つ 。 こ の 構 造 は 、 剰 余 価 値 の 概 念 に よ っ て 説 明 さ れ る 。 労 働

者 が ⽣ み 出 す 価 値 と そ の 労 働 に 対 し て ⽀ 払 わ れ る 賃 ⾦ の 差 額 が 資 本 家 の 利 益 と な り 、

こ の 剰 余 価 値 が 資 本 主 義 の 不 平 等 を ⽣ む 根 本 的 な 原 因 で あ る [ 3 ] [ 4 ] 。

さ ら に 、 現 代 の グ ロ ー バ ル 化 し た 経 済 で は 、 資 本 の 移 動 が 加 速 し 、 労 働 者 の 権 利 が さ

ら に 弱 体 化 し て い る 。 例 え ば 、 低 賃 ⾦ 労 働 を 求 め る 資 本 家 が 発 展 途 上 国 に ⽣ 産 拠 点 を

移 す こ と で 、 労 働 者 の 搾 取 が 国 際 的 に 拡 ⼤ し て い る 。 こ の よ う な 状 況 は 、 マ ル ク ス 主

義 的 な 分 析 を 通 じ て 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 明 ら か に す る た め の 重 要 な 材 料 と な っ て い る

[ 5 ] [ 6 ] 。

6.1.2 労働者の搾取に関する議論

労 働 者 の 搾 取 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 中 ⼼ 的 な テ ー マ で あ り 、 現 代 社 会 に お い て も そ の 重

要 性 は 変 わ ら な い 。 資 本 主 義 の 下 で は 、 労 働 者 は ⾃ ら の 労 働 ⼒ を 商 品 と し て 売 り 、 そ

の 対 価 と し て 賃 ⾦ を 受 け 取 る 。 し か し 、 労 働 者 が ⽣ み 出 す 価 値 は 賃 ⾦ を 超 え る も の で

あ り 、 そ の 超 過 分 が 資 本 家 の 利 益 と な る 。 こ の 剰 余 価 値 の 搾 取 が 、 労 働 者 の 貧 困 を ⽣

む 原 因 と さ れ る [ 7 ] [ 8 ] 。

現 代 の 労 働 環 境 で は 、 労 働 者 の 搾 取 は さ ら に 複 雑 化 し て い る 。 例 え ば 、 ⾮ 正 規 雇 ⽤ の

増 加 や 労 働 条 件 の 悪 化 は 、 労 働 者 の 権 利 を 侵 害 す る 形 で 搾 取 を 助 ⻑ し て い る 。 ま た 、

テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 に よ り 、 労 働 者 が ⽣ み 出 す 価 値 が ⾃ 動 化 や A I に よ っ て 代 替 さ れ る

こ と で 、 労 働 者 の 地 位 が さ ら に 脆 弱 化 し て い る [ 9 ] [ 1 0 ] 。



マ ル ク ス 主 義 的 な 視 点 か ら ⾒ る と 、 こ れ ら の 問 題 は 資 本 主 義 の 構 造 的 な ⽭ 盾 に よ る も

の で あ り 、 労 働 者 階 級 の 団 結 と ⾰ 命 を 通 じ て 解 決 さ れ る べ き で あ る と さ れ る 。 こ の よ

う な 議 論 は 、 現 代 の 労 働 運 動 や 社 会 運 動 に お い て も 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る [ 1 1 ]

[ 1 2 ] 。

6.2 批判理論との関連

6.2.1 社会構造の分析

マ ル ク ス 主 義 は 、 社 会 構 造 を 分 析 す る た め の 強 ⼒ な ツ ー ル と し て 、 批 判 理 論 と 密 接 に

関 連 し て い る 。 批 判 理 論 は 、 社 会 の 権 ⼒ 関 係 や イ デ オ ロ ギ ー を 分 析 す る こ と で 、 現 状

を 変 ⾰ す る た め の 理 論 的 基 盤 を 提 供 す る も の で あ る [ 1 3 ] [ 1 4 ] 。 マ ル ク ス 主 義 は 、 特 に

経 済 的 基 盤 が 社 会 の 上 部 構 造 を 形 成 す る と い う 唯 物 史 観 を 通 じ て 、 社 会 構 造 の 分 析 に

寄 与 し て い る 。

現 代 社 会 で は 、 資 本 主 義 の 影 響 が ⽂ 化 、 政 治 、 教 育 な ど の 領 域 に ま で 及 ん で お り 、 こ

れ ら の 領 域 に お け る 権 ⼒ 関 係 を 理 解 す る た め に は 、 マ ル ク ス 主 義 的 な 視 点 が 不 可 ⽋ で

あ る 。 例 え ば 、 メ デ ィ ア や 広 告 が 消 費 主 義 を 助 ⻑ し 、 労 働 者 階 級 を 疎 外 す る 役 割 を 果

た し て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る [ 1 5 ] [ 1 6 ] 。

さ ら に 、 批 判 理 論 は 、 マ ル ク ス 主 義 の ⽅ 法 論 を 拡 張 し 、 ジ ェ ン ダ ー や ⼈ 種 な ど の 社 会

的 不 平 等 を 分 析 す る た め の 枠 組 み を 提 供 し て い る 。 こ れ に よ り 、 マ ル ク ス 主 義 は 従 来

の 階 級 闘 争 の 枠 を 超 え て 、 よ り 広 範 な 社 会 問 題 に 対 応 す る 能 ⼒ を 持 つ よ う に な っ た

[ 1 7 ] [ 1 8 ] 。



6.2.2 権⼒関係の理解

権 ⼒ 関 係 の 理 解 は 、 批 判 理 論 と マ ル ク ス 主 義 の 重 要 な 交 差 点 で あ る 。 マ ル ク ス 主 義

は 、 資 本 主 義 社 会 に お け る 権 ⼒ が 主 に 経 済 的 な 要 因 に よ っ て 形 成 さ れ る と 主 張 す る 。

資 本 家 階 級 が ⽣ 産 ⼿ 段 を 所 有 し 、 労 働 者 階 級 を ⽀ 配 す る こ と で 、 権 ⼒ 関 係 が 維 持 さ れ

る [ 1 9 ] [ 2 0 ] 。

批 判 理 論 は 、 こ の 権 ⼒ 関 係 を さ ら に 深 く 掘 り 下 げ 、 ⽂ 化 的 な 要 因 や イ デ オ ロ ギ ー の 役

割 を 分 析 す る 。 例 え ば 、 教 育 制 度 や メ デ ィ ア が 資 本 主 義 の 価 値 観 を 再 ⽣ 産 す る こ と

で 、 労 働 者 階 級 の 疎 外 を 助 ⻑ し て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る [ 2 1 ] [ 2 2 ] 。

ま た 、 現 代 の 権 ⼒ 関 係 は 、 グ ロ ー バ ル 化 や テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 に よ っ て さ ら に 複 雑 化

し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 的 な 分 析 は 、 権 ⼒ の 集 中 と そ の 影 響 を 明 ら か

に す る た め の 重 要 な 視 点 を 提 供 し て い る [ 2 3 ] [ 2 4 ] 。

6.3 経済学への影響

6.3.1 資本主義のメカニズムの再評価

マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 の メ カ ニ ズ ム を 再 評 価 す る た め の 重 要 な 理 論 的 枠 組 み を 提

供 し て い る 。 特 に 、 労 働 価 値 説 や 剰 余 価 値 の 概 念 を 通 じ て 、 資 本 主 義 が ど の よ う に 富

を 集 中 さ せ 、 労 働 者 を 搾 取 す る か を 明 ら か に し て い る [ 2 5 ] [ 2 6 ] 。



現 代 の 経 済 学 で は 、 マ ル ク ス 主 義 的 な 視 点 が 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 分 析 す る た め に 利 ⽤ さ

れ て い る 。 例 え ば 、 ⾦ 融 危 機 や 経 済 的 不 平 等 の 問 題 は 、 マ ル ク ス 主 義 的 な 分 析 を 通 じ

て そ の 根 本 的 な 原 因 を 探 る こ と が で き る [ 2 7 ] [ 2 8 ] 。

さ ら に 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 の 進 化 に 伴 う 新 た な 経 済 モ デ ル や テ ク ノ ロ ジ ー の

影 響 を 理 解 す る た め の 枠 組 み を 提 供 し て い る 。 こ れ に よ り 、 資 本 主 義 の 持 続 可 能 性 や

そ の 限 界 を 評 価 す る た め の 重 要 な 視 点 が 得 ら れ る [ 2 9 ] [ 3 0 ] 。

6.3.2 ⾦融危機へのマルクス主義的視点

⾦ 融 危 機 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 最 も 顕 著 に ⽰ す 事 象 の ⼀ つ で あ り 、 マ ル ク ス 主 義 的 な

視 点 か ら の 分 析 が 重 要 で あ る 。 マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 が 周 期 的 な 危 機 を 内 包 し て

い る と 主 張 し 、 こ れ を 利 潤 率 の 傾 向 的 低 下 の 法 則 や 剰 余 価 値 の 搾 取 に よ っ て 説 明 し て

い る [ 3 1 ] [ 3 2 ] 。

例 え ば 、 2 0 0 8 年 の 世 界 ⾦ 融 危 機 は 、 資 本 主 義 の 構 造 的 な 問 題 を 浮 き 彫 り に し た 。 こ

の 危 機 は 、 ⾦ 融 市 場 の 過 剰 な 投 機 や 資 本 の 集 中 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た も の で あ り 、

マ ル ク ス 主 義 的 な 分 析 を 通 じ て そ の 原 因 と 影 響 を 理 解 す る こ と が で き る [ 3 3 ] [ 3 4 ] 。

さ ら に 、 ⾦ 融 危 機 は 労 働 者 階 級 に 深 刻 な 影 響 を 与 え 、 失 業 率 の 上 昇 や ⽣ 活 条 件 の 悪 化

を 招 い た 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 決 す る た め の 社 会 主

義 的 な ア プ ロ ー チ を 提 案 し て い る [ 3 5 ] [ 3 6 ] 。

6.4 ポストモダン社会における適⽤



6.4.1 階層と規範の解体

ポ ス ト モ ダ ン 社 会 で は 、 従 来 の 階 層 や 規 範 が 解 体 さ れ つ つ あ り 、 こ れ に 対 す る マ ル ク

ス 主 義 的 な 分 析 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 マ ル ク ス 主 義 は 、 社 会 の 階 層 構 造 が 経

済 的 な 要 因 に よ っ て 形 成 さ れ る と 主 張 し 、 こ の 構 造 の 解 体 が 社 会 変 ⾰ の 可 能 性 を ⽰ す

も の と さ れ る [ 3 7 ] [ 3 8 ] 。

例 え ば 、 ポ ス ト モ ダ ン 社 会 で は 、 ジ ェ ン ダ ー や ⼈ 種 な ど の 多 様 性 が 重 視 さ れ る よ う に

な り 、 こ れ が 従 来 の 階 層 構 造 に 挑 戦 す る 形 で 現 れ て い る 。 マ ル ク ス 主 義 的 な 視 点 は 、

こ れ ら の 変 化 を 分 析 し 、 社 会 の 新 た な 可 能 性 を 探 る た め の 枠 組 み を 提 供 し て い る [ 3 9 ]

[ 4 0 ] 。

さ ら に 、 ポ ス ト モ ダ ン 社 会 で は 、 消 費 主 義 や 個 ⼈ 主 義 が 台 頭 し て お り 、 こ れ が 労 働 者

階 級 の 団 結 を 弱 体 化 さ せ る 要 因 と な っ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 社 会

の 連 帯 を 回 復 し 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 決 す る た め の ⽅ 法 を 提 案 し て い る [ 4 1 ] [ 4 2 ] 。

6.4.2 社会の多様性への対応

社 会 の 多 様 性 へ の 対 応 は 、 ポ ス ト モ ダ ン 社 会 に お け る 重 要 な 課 題 で あ り 、 マ ル ク ス 主

義 的 な 視 点 が こ れ を 理 解 す る た め の 重 要 な 枠 組 み を 提 供 し て い る 。 マ ル ク ス 主 義 は 、

社 会 の 不 平 等 を 経 済 的 な 要 因 に 還 元 す る こ と で 、 こ れ を 解 決 す る た め の ⽅ 法 を 提 案 し

て い る [ 4 3 ] [ 4 4 ] 。



例 え ば 、 現 代 社 会 で は 、 ジ ェ ン ダ ー や ⼈ 種 、 ⽂ 化 的 背 景 な ど の 多 様 性 が 重 要 な テ ー マ

と な っ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 こ れ ら の 問 題 を 階 級 闘 争 の 枠 組 み の

中 で 分 析 し 、 社 会 の 変 ⾰ を ⽬ 指 す ア プ ロ ー チ を 提 供 し て い る [ 4 5 ] [ 4 6 ] 。

さ ら に 、 社 会 の 多 様 性 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 決 す る た め の 新 た な 可 能 性 を ⽰ し て い

る 。 例 え ば 、 環 境 問 題 や フ ェ ミ ニ ズ ム な ど の 新 た な 社 会 運 動 は 、 マ ル ク ス 主 義 的 な 視

点 を 通 じ て そ の 意 義 を 理 解 し 、 こ れ を 社 会 変 ⾰ の た め の ⼒ と し て 活 ⽤ す る こ と が で き

る [ 4 7 ] [ 4 8 ] 。

6.5 グローバルな視点

6.5.1 国際的な労働運動への影響

マ ル ク ス 主 義 は 、 国 際 的 な 労 働 運 動 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 特 に 、 資 本

主 義 の グ ロ ー バ ル 化 が 進 む 中 で 、 労 働 者 階 級 の 団 結 が 国 際 的 な 規 模 で 必 要 と さ れ て い

る [ 4 9 ] [ 5 0 ] 。

例 え ば 、 国 際 的 な 労 働 運 動 は 、 低 賃 ⾦ 労 働 や 労 働 条 件 の 悪 化 に 対 す る 抵 抗 と し て 機 能

し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 労 働 者 階 級 の 団 結 を 促 進 し 、 資 本 主 義 の

⽭ 盾 を 解 決 す る た め の ⽅ 法 を 提 供 し て い る [ 5 1 ] [ 5 2 ] 。

さ ら に 、 国 際 的 な 労 働 運 動 は 、 資 本 主 義 の グ ロ ー バ ル 化 に よ る 影 響 を 受 け て お り 、 こ

れ が 労 働 者 の 権 利 を 侵 害 す る 形 で 現 れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 的 な 視 点

は 、 労 働 者 の 権 利 を 守 る た め の 重 要 な 枠 組 み を 提 供 し て い る [ 5 3 ] [ 5 4 ] 。



6.5.2 資本の移動と労働者の権利

資 本 の 移 動 は 、 現 代 の グ ロ ー バ ル 化 し た 経 済 に お い て 重 要 な テ ー マ で あ り 、 こ れ に 対

す る マ ル ク ス 主 義 的 な 分 析 が 求 め ら れ て い る 。 資 本 の 移 動 は 、 労 働 者 の 権 利 を 侵 害 す

る 形 で 現 れ る こ と が 多 く 、 こ れ が 労 働 者 階 級 の ⽣ 活 条 件 を 悪 化 さ せ る 要 因 と な っ て い

る [ 5 5 ] [ 5 6 ] 。

例 え ば 、 資 本 家 が 低 賃 ⾦ 労 働 を 求 め て 発 展 途 上 国 に ⽣ 産 拠 点 を 移 す こ と で 、 労 働 者 の

搾 取 が 国 際 的 に 拡 ⼤ し て い る 。 こ の よ う な 状 況 は 、 マ ル ク ス 主 義 的 な 視 点 を 通 じ て そ

の 原 因 と 影 響 を 理 解 す る こ と が で き る [ 5 7 ] [ 5 8 ] 。

さ ら に 、 資 本 の 移 動 は 、 労 働 者 階 級 の 団 結 を 弱 体 化 さ せ る 要 因 と な っ て い る 。 こ れ に

対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 、 労 働 者 の 権 利 を 守 る た め の 国 際 的 な 連 帯 を 提 案 し て い る

[ 5 9 ] [ 6 0 ] 。

7. マルクス主義が相⾯している課題と論争

7.1 マルクス主義が直⾯している課題

7.1.1 経済理論の適⽤性

マ ル ク ス 主 義 の 経 済 理 論 は 、 特 に 労 働 価 値 説 や 剰 余 価 値 の 概 念 に 基 づ い て い ま す が 、

こ れ ら の 理 論 が 現 代 の 経 済 状 況 に お い て ど の 程 度 有 効 で あ る か が 問 わ れ て い ま す 。 労

働 価 値 説 は 、 商 品 の 価 値 が そ の ⽣ 産 に 必 要 な 労 働 時 間 に よ っ て 決 定 さ れ る と す る 考 え



⽅ で す が 、 現 代 の 経 済 学 で は 需 要 と 供 給 の ⼒ が 価 格 を 決 定 す る と い う 新 古 典 派 経 済 学

の 視 点 が 主 流 と な っ て い ま す [ 1 2 ] [ 4 3 ] 。 こ の た め 、 労 働 価 値 説 は 市 場 均 衡 価 格 の メ カ

ニ ズ ム を 説 明 す る 上 で 経 験 的 に 不 ⼗ 分 で あ る と さ れ 、 剰 余 価 値 の 概 念 も そ の 基 盤 を 失

い つ つ あ り ま す [ 1 2 ] [ 4 3 ] 。

さ ら に 、 資 本 主 義 の 進 化 や 新 し い 経 済 モ デ ル の 出 現 に よ り 、 マ ル ク ス 主 義 の 経 済 理 論

が ど の よ う に 適 応 で き る か が 重 要 な 課 題 と な っ て い ま す 。 例 え ば 、 A I や ⾃ 動 化 技 術 の

進 展 に よ り 、 労 働 市 場 が ⼤ き く 変 化 し て い る 現 代 に お い て 、 労 働 価 値 説 が ど の よ う に

適 ⽤ 可 能 か が 問 わ れ て い ま す [ 4 6 ] [ 5 4 ] 。 こ れ に よ り 、 労 働 者 の 権 利 や 労 働 の 形 態 を 再

考 す る 必 要 性 が ⽣ じ て い ま す 。

ま た 、 マ ル ク ス 主 義 の 経 済 理 論 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 指 摘 す る 点 で 依 然 と し て 有 ⽤ で

あ る も の の 、 現 代 の 経 済 状 況 に お け る 具 体 的 な 解 決 策 を 提 ⽰ す る 能 ⼒ に は 限 界 が あ る

と さ れ て い ま す 。 例 え ば 、 ⾦ 融 危 機 や グ ロ ー バ ル 化 の 影 響 を 受 け た 経 済 構 造 の 変 化 に

対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 が ど の よ う に 対 応 で き る か が 問 わ れ て い ま す [ 3 6 ] [ 3 7 ] 。

7.1.2 個⼈の権利と⾃由の問題

マ ル ク ス 主 義 が 提 唱 す る 集 団 主 義 的 な ア プ ロ ー チ は 、 個 ⼈ の 権 利 や ⾃ 由 を 抑 圧 す る 可

能 性 が あ る と の 批 判 が あ り ま す 。 特 に 、 歴 史 的 に ⾒ て も 、 共 産 主 義 国 家 に お け る ⼈ 権

侵 害 の 事 例 が 多 く 、 こ れ が マ ル ク ス 主 義 の 信 頼 性 を 損 な っ て い ま す [ 3 8 ] [ 3 9 ] [ 4 0 ] 。 例

え ば 、 ソ 連 や 中 国 な ど の 共 産 主 義 国 家 で は 、 個 ⼈ の ⾃ 由 が 制 限 さ れ 、 国 家 の 統 制 が 強

化 さ れ る 傾 向 が ⾒ ら れ ま し た 。



さ ら に 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 は 、 個 ⼈ の 権 利 を 経 済 的 条 件 や 階 級 闘 争 の 枠 組 み の 中 で

捉 え る 傾 向 が あ り 、 こ れ が 個 ⼈ の 多 様 性 や ⾃ 由 を ⼗ 分 に 尊 重 し て い な い と の 批 判 が あ

り ま す [ 3 8 ] [ 4 1 ] 。 現 代 社 会 で は 、 個 ⼈ の 権 利 や ⾃ 由 が 重 要 視 さ れ る 中 で 、 マ ル ク ス 主

義 が こ れ ら の 価 値 観 に ど の よ う に 対 応 で き る か が 問 わ れ て い ま す 。

ま た 、 マ ル ク ス 主 義 の 集 団 主 義 的 な ア プ ロ ー チ は 、 個 ⼈ の 創 造 性 や ⾃ ⼰ 実 現 を 制 約 す

る 可 能 性 が あ る と さ れ て い ま す 。 例 え ば 、 計 画 経 済 の 枠 組 み で は 、 個 ⼈ の 選 択 肢 が 制

限 さ れ る こ と が 多 く 、 こ れ が 個 ⼈ の ⾃ 由 を 抑 圧 す る 結 果 を 招 く こ と が あ り ま す [ 4 2 ]

[ 4 3 ] 。

7.1.3 社会階級の多様性への対応

マ ル ク ス 主 義 は 社 会 を ⼆ つ の 主 要 な 階 級 （ ブ ル ジ ョ ワ ジ ー と プ ロ レ タ リ ア ー ト ） に 分

け る こ と が 多 い で す が 、 現 代 社 会 で は 階 級 構 造 が よ り 複 雑 で あ る た め 、 こ の 単 純 化 が

問 題 視 さ れ て い ま す [ 4 0 ] [ 4 1 ] 。 例 え ば 、 性 別 、 ⼈ 種 、 ⽂ 化 的 背 景 な ど 、 他 の 要 因 が 社

会 的 不 平 等 に 影 響 を 与 え る こ と が 指 摘 さ れ て い ま す 。

さ ら に 、 現 代 社 会 で は 中 産 階 級 の 出 現 や 階 級 の 流 動 性 が 進 ん で お り 、 こ れ が マ ル ク ス

主 義 の 階 級 闘 争 の 枠 組 み を 再 考 す る 必 要 性 を ⽣ じ さ せ て い ま す [ 4 5 ] [ 4 1 ] 。 例 え ば 、 マ

ル ク ス が 予 測 し た プ ロ レ タ リ ア ⾰ 命 が 実 現 し な か っ た こ と は 、 彼 の 理 論 の 信 頼 性 に 疑

問 を 投 げ か け て い ま す 。

ま た 、 社 会 階 級 の 多 様 性 へ の 対 応 は 、 マ ル ク ス 主 義 が 新 た な 社 会 運 動 や グ ロ ー バ ル 化

の 影 響 を ど の よ う に 取 り ⼊ れ る か に も 関 係 し て い ま す 。 例 え ば 、 環 境 問 題 や フ ェ ミ ニ



ズ ム な ど の 新 た な 社 会 運 動 が 、 階 級 闘 争 の 枠 組 み を 超 え た 視 点 を 提 供 し て い る 中 で 、

マ ル ク ス 主 義 が こ れ ら の 運 動 に ど の よ う に 寄 与 で き る か が 問 わ れ て い ま す [ 4 0 ] [ 4 6 ] 。

7.2 マルクス主義に関する論争

7.2.1 教条主義と柔軟性の議論

マ ル ク ス 主 義 者 の 中 で も 、 マ ル ク ス の 原 理 を 厳 格 に 守 る べ き か 、 現 代 の 状 況 に 応 じ て

柔 軟 に 解 釈 す べ き か と い う 論 争 が あ り ま す 。 こ の 教 条 主 義 に 対 す る 批 判 は 、 マ ル ク ス

主 義 の 実 践 に お い て 重 要 な テ ー マ と な っ て い ま す [ 4 2 ] [ 4 3 ] 。 例 え ば 、 マ ル ク ス 主 義 の

教 条 主 義 は 、 理 論 の 適 ⽤ 範 囲 を 狭 め る 結 果 を 招 く こ と が あ り 、 こ れ が 現 代 社 会 の 複 雑

な 課 題 に 対 応 す る 能 ⼒ を 制 約 し て い ま す 。

さ ら に 、 柔 軟 性 の ⽋ 如 は 、 マ ル ク ス 主 義 が 新 た な 社 会 運 動 や 技 術 ⾰ 新 に 対 応 す る 能 ⼒

を 損 な う 原 因 と な っ て い ま す 。 例 え ば 、 A I や ⾃ 動 化 技 術 の 進 展 に よ り 、 労 働 市 場 が ⼤

き く 変 化 し て い る 中 で 、 マ ル ク ス 主 義 が こ れ ら の 変 化 に ど の よ う に 対 応 で き る か が 問

わ れ て い ま す [ 4 6 ] [ 5 4 ] 。

ま た 、 教 条 主 義 と 柔 軟 性 の 議 論 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 的 再 評 価 に も 関 係 し て い ま

す 。 例 え ば 、 歴 史 的 決 定 論 に 基 づ く マ ル ク ス 主 義 の ⽅ 法 論 が 、 現 代 の 状 況 に お い て ど

の 程 度 有 効 で あ る か が 問 わ れ て い ま す [ 4 9 ] [ 5 0 ] 。

7.2.2 歴史的決定論の是⾮



マ ル ク ス 主 義 は 歴 史 的 決 定 論 に 基 づ い て い ま す が 、 こ の 考 え ⽅ が 現 実 の 社 会 変 ⾰ に ど

の よ う に 影 響 を 与 え る か に つ い て の 議 論 が あ り ま す 。 特 に 、 マ ル ク ス が 予 測 し た プ ロ

レ タ リ ア ⾰ 命 が 実 現 し な か っ た こ と が 、 彼 の 理 論 の 信 頼 性 に 疑 問 を 投 げ か け て い ま す

[ 3 9 ] [ 4 4 ] 。

さ ら に 、 歴 史 的 決 定 論 は 、 社 会 の 変 ⾰ を 経 済 的 条 件 や 階 級 闘 争 に 限 定 す る 傾 向 が あ

り 、 こ れ が 他 の 要 因 を ⼗ 分 に 考 慮 し て い な い と の 批 判 が あ り ま す [ 4 1 ] [ 4 5 ] 。 例 え ば 、

性 別 、 ⼈ 種 、 ⽂ 化 的 背 景 な ど 、 他 の 要 因 が 社 会 的 不 平 等 に 影 響 を 与 え る こ と が 指 摘 さ

れ て い ま す 。

ま た 、 歴 史 的 決 定 論 の 是 ⾮ は 、 マ ル ク ス 主 義 が 新 た な 社 会 運 動 や 技 術 ⾰ 新 に 対 応 す る

能 ⼒ に も 関 係 し て い ま す 。 例 え ば 、 環 境 問 題 や フ ェ ミ ニ ズ ム な ど の 新 た な 社 会 運 動

が 、 階 級 闘 争 の 枠 組 み を 超 え た 視 点 を 提 供 し て い る 中 で 、 マ ル ク ス 主 義 が こ れ ら の 運

動 に ど の よ う に 寄 与 で き る か が 問 わ れ て い ま す [ 4 0 ] [ 4 6 ] 。

7.2.3 新たな社会運動との関係性

現 代 の フ ェ ミ ニ ズ ム や 環 境 運 動 な ど 、 他 の 社 会 運 動 と の 関 係 性 も 論 争 の ⼀ 部 で す 。 マ

ル ク ス 主 義 が こ れ ら の 運 動 に ど の よ う に 寄 与 で き る か 、 ま た は 逆 に 制 約 す る か が 議 論

さ れ て い ま す [ 4 3 ] [ 4 5 ] 。 例 え ば 、 環 境 問 題 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 指 摘 す る 点 で マ ル ク

ス 主 義 と 共 通 す る 部 分 が あ り ま す が 、 マ ル ク ス 主 義 が 環 境 問 題 に 対 し て 具 体 的 な 解 決

策 を 提 ⽰ す る 能 ⼒ に は 限 界 が あ る と さ れ て い ま す 。



さ ら に 、 フ ェ ミ ニ ズ ム は 、 性 別 の 不 平 等 を 中 ⼼ に 据 え た 視 点 を 提 供 し て お り 、 こ れ が

マ ル ク ス 主 義 の 階 級 闘 争 の 枠 組 み を 超 え た 視 点 を 提 供 し て い ま す [ 4 0 ] [ 4 6 ] 。 例 え ば 、

性 別 の 不 平 等 が 社 会 的 不 平 等 に 与 え る 影 響 を ⼗ 分 に 考 慮 す る 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い ま

す 。

ま た 、 新 た な 社 会 運 動 と の 関 係 性 は 、 マ ル ク ス 主 義 が グ ロ ー バ ル 化 の 影 響 を ど の よ う

に 取 り ⼊ れ る か に も 関 係 し て い ま す 。 例 え ば 、 国 際 的 な 労 働 運 動 や 社 会 運 動 が 、 資 本

主 義 の ⽭ 盾 を 指 摘 す る 点 で マ ル ク ス 主 義 と 共 通 す る 部 分 が あ り ま す が 、 こ れ ら の 運 動

に 対 し て マ ル ク ス 主 義 が ど の よ う に 寄 与 で き る か が 問 わ れ て い ま す [ 4 6 ] [ 5 4 ] 。

8. マルクス主義の未来の動向

8.1 現代の課題と適応

8.1.1 経済的危機と帝国主義への対応

マ ル ク ス 主 義 の 未 来 を 考 え る 上 で 、 現 代 の 経 済 的 危 機 と 帝 国 主 義 の 問 題 は 重 要 な 課 題

と し て 浮 上 し て い る 。 資 本 主 義 の ⽭ 盾 は 、 経 済 的 不 平 等 や ⾦ 融 危 機 を 通 じ て 顕 在 化 し

て お り 、 こ れ に 対 す る マ ル ク ス 主 義 的 な 視 点 が 再 評 価 さ れ て い る 。 特 に 、 2 0 0 8 年 の

世 界 ⾦ 融 危 機 や そ の 後 の 経 済 的 混 乱 は 、 資 本 主 義 の 持 続 可 能 性 に 疑 問 を 投 げ か け る 契

機 と な っ た [ 4 6 ] [ 4 8 ] 。



マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 が 内 在 す る ⽭ 盾 に よ っ て 必 然 的 に 崩 壊 す る と い う 理 論 を 提

唱 し て い る 。 こ の ⽭ 盾 は 、 利 潤 率 の 傾 向 的 低 下 や 労 働 者 の 搾 取 を 通 じ て 現 れ る 。 現 代

の 経 済 危 機 に お い て も 、 こ れ ら の 理 論 が 適 ⽤ 可 能 で あ る こ と が ⽰ さ れ て い る 。 例 え

ば 、 資 本 の 集 中 と グ ロ ー バ ル 化 が 進 む 中 で 、 労 働 者 階 級 の 疎 外 が 深 刻 化 し て い る 。 こ

の 状 況 は 、 マ ル ク ス 主 義 が 提 唱 す る 「 プ ロ レ タ リ ア ー ト の 団 結 と ⾰ 命 」 の 必 要 性 を 再

確 認 す る も の と な っ て い る [ 6 ] [ 1 1 ] [ 4 8 ] 。

さ ら に 、 帝 国 主 義 の 問 題 も マ ル ク ス 主 義 の 未 来 に お け る 重 要 な テ ー マ で あ る 。 帝 国 主

義 は 、 資 本 主 義 の 拡 張 と 資 源 の 収 奪 を 通 じ て 、 グ ロ ー バ ル な 不 平 等 を 助 ⻑ し て い る 。

マ ル ク ス 主 義 は 、 帝 国 主 義 を 資 本 主 義 の 最 終 段 階 と 位 置 づ け 、 そ の ⽭ 盾 を 解 決 す る た

め の 理 論 的 枠 組 み を 提 供 し て い る 。 特 に 、 南 半 球 の 国 々 に お け る 資 本 主 義 の 影 響 や 、

国 際 的 な 労 働 運 動 と の 連 携 が 求 め ら れ て い る [ 4 6 ] [ 5 4 ] 。

8.1.2 テクノロジーと労働の変化

現 代 の テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 、 特 に A I や ⾃ 動 化 の 進 展 は 、 労 働 市 場 に ⼤ き な 変 化 を も た

ら し て い る 。 こ の 変 化 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 に 新 た な 課 題 を 提 ⽰ し て い る 。 マ ル ク

ス 主 義 は 、 労 働 者 の 搾 取 を 資 本 主 義 の 中 ⼼ 的 な 問 題 と 捉 え て い る が 、 テ ク ノ ロ ジ ー の

進 化 に よ っ て 労 働 の 形 態 が 変 化 し 、 従 来 の 搾 取 モ デ ル が 再 構 築 さ れ る 可 能 性 が あ る

[ 4 7 ] [ 4 8 ] [ 5 4 ] 。

例 え ば 、 A I や ロ ボ ッ ト に よ る ⾃ 動 化 は 、 労 働 者 の 役 割 を 縮 ⼩ し 、 失 業 率 の 上 昇 を 引 き

起 こ す 可 能 性 が あ る 。 こ の 状 況 は 、 労 働 者 階 級 の 団 結 を 困 難 に し 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を

さ ら に 深 刻 化 さ せ る 要 因 と な る 。 ⼀ ⽅ で 、 テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 は 、 新 た な 労 働 形 態 や



⽣ 産 モ デ ル を ⽣ み 出 す 可 能 性 も 秘 め て い る 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 労 働 者 の

権 利 を 守 る た め の 新 た な 戦 略 を 模 索 す る 必 要 が あ る [ 4 6 ] [ 4 7 ] [ 4 8 ] 。

さ ら に 、 テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 は 、 資 本 主 義 の ⽣ 産 モ デ ル に お け る 「 価 値 」 の 概 念 を 再

考 す る 契 機 と な っ て い る 。 従 来 の 労 働 価 値 説 は 、 商 品 の 価 値 が 労 働 時 間 に よ っ て 決 定

さ れ る と 主 張 し て い た が 、 テ ク ノ ロ ジ ー に よ る ⽣ 産 効 率 の 向 上 は 、 こ の 理 論 に 挑 戦 を

投 げ か け て い る 。 こ の よ う な 状 況 に お い て 、 マ ル ク ス 主 義 は 労 働 価 値 説 を 再 評 価 し 、

新 た な 理 論 的 枠 組 み を 構 築 す る 必 要 が あ る [ 1 2 ] [ 4 7 ] [ 5 4 ] 。

8.2 理論的再評価と批判

8.2.1 マルクス主義の⽅法論の再検討

マ ル ク ス 主 義 の 未 来 を 考 え る 上 で 、 そ の ⽅ 法 論 の 再 検 討 は 不 可 ⽋ で あ る 。 マ ル ク ス 主

義 は 、 歴 史 的 唯 物 論 や 弁 証 法 的 唯 物 論 を 基 盤 と し て い る が 、 こ れ ら の ⽅ 法 論 が 現 代 の

社 会 状 況 に ど の 程 度 適 応 可 能 で あ る か が 問 わ れ て い る [ 4 9 ] [ 5 0 ] [ 5 1 ] 。

特 に 、 歴 史 的 決 定 論 に 対 す る 批 判 が 強 ま っ て い る 。 マ ル ク ス 主 義 は 、 社 会 の 発 展 が 経

済 的 条 件 に よ っ て 決 定 さ れ る と 主 張 し て い る が 、 こ の 考 え ⽅ は 現 代 の 複 雑 な 社 会 構 造

を ⼗ 分 に 説 明 で き な い と の 指 摘 が あ る 。 例 え ば 、 ジ ェ ン ダ ー や ⼈ 種 、 ⽂ 化 的 背 景 な

ど 、 経 済 以 外 の 要 因 が 社 会 的 不 平 等 に 与 え る 影 響 を 無 視 し て い る と の 批 判 が あ る [ 4 1 ]

[ 4 9 ] [ 5 0 ] 。

ま た 、 マ ル ク ス 主 義 の ⽅ 法 論 は 、 科 学 的 な 分 析 に 基 づ い て い る と さ れ る が 、 そ の 科 学

性 に 対 す る 疑 問 も 提 起 さ れ て い る 。 特 に 、 労 働 価 値 説 や 剰 余 価 値 の 概 念 が 現 代 の 経 済



状 況 に お い て ど の 程 度 有 効 で あ る か が 問 わ れ て い る 。 こ の よ う な 状 況 に お い て 、 マ ル

ク ス 主 義 は そ の ⽅ 法 論 を 柔 軟 に 再 構 築 し 、 現 代 の 課 題 に 対 応 す る 必 要 が あ る [ 1 2 ] [ 4 9 ]

[ 5 0 ] .

8.2.2 実践と理論の乖離への対応

マ ル ク ス 主 義 の 理 論 と 実 践 の 乖 離 は 、 ⻑ 年 に わ た る 課 題 で あ る 。 過 去 の 共 産 主 義 国 家

の 失 敗 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 が 現 実 の 社 会 変 ⾰ に ど の よ う に 適 ⽤ さ れ る べ き か に つ

い て の 重 要 な 教 訓 を 提 供 し て い る [ 5 1 ] [ 5 2 ] .

例 え ば 、 ソ 連 や 中 国 な ど の 共 産 主 義 国 家 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 を 基 盤 と し て い た

が 、 そ の 実 践 は し ば し ば 権 威 主 義 的 な 体 制 を ⽣ み 出 し 、 個 ⼈ の 権 利 や ⾃ 由 を 抑 圧 す る

結 果 と な っ た 。 こ の よ う な 失 敗 は 、 マ ル ク ス 主 義 が 提 唱 す る 「 階 級 の な い 社 会 」 の 実

現 が い か に 困 難 で あ る か を ⽰ し て い る [ 3 8 ] [ 5 2 ] .

こ の 乖 離 を 解 消 す る た め に は 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 を 現 実 の 社 会 状 況 に 適 応 さ せ る 柔

軟 性 が 求 め ら れ る 。 特 に 、 労 働 者 階 級 の 団 結 や ⾰ 命 の 必 要 性 を 再 評 価 し 、 現 代 の 社 会

運 動 や 政 策 に 適 ⽤ 可 能 な 形 で 理 論 を 再 構 築 す る 必 要 が あ る [ 5 1 ] [ 5 2 ] .

8.3 新たな社会運動との連携

8.3.1 環境問題やフェミニズムとの統合



現 代 の 社 会 運 動 、 特 に 環 境 問 題 や フ ェ ミ ニ ズ ム は 、 マ ル ク ス 主 義 の 未 来 に お け る 重 要

な 連 携 対 象 で あ る 。 こ れ ら の 運 動 は 、 資 本 主 義 が ⽣ み 出 す 不 平 等 や 搾 取 に 対 す る 批 判

を 共 有 し て お り 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 と 実 践 を 補 完 す る 可 能 性 が あ る [ 4 0 ] [ 4 6 ] [ 5 3 ] .

例 え ば 、 環 境 問 題 に お い て は 、 資 本 主 義 の ⽣ 産 モ デ ル が ⾃ 然 資 源 を 過 剰 に 消 費 し 、 環

境 破 壊 を 引 き 起 こ し て い る と の 批 判 が あ る 。 マ ル ク ス 主 義 は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 決

す る た め の 理 論 的 枠 組 み を 提 供 し 、 持 続 可 能 な ⽣ 産 モ デ ル の 構 築 を ⽬ 指 す こ と が で き

る [ 4 6 ] [ 5 3 ] .

ま た 、 フ ェ ミ ニ ズ ム と の 連 携 も 重 要 で あ る 。 ジ ェ ン ダ ー 不 平 等 は 、 資 本 主 義 の 構 造 的

な 問 題 の ⼀ 部 と し て 捉 え ら れ る こ と が 多 い 。 マ ル ク ス 主 義 は 、 経 済 的 不 平 等 と ジ ェ ン

ダ ー 不 平 等 の 相 互 関 係 を 分 析 し 、 こ れ ら の 問 題 を 統 合 的 に 解 決 す る た め の 理 論 的 基 盤

を 提 供 す る 可 能 性 が あ る [ 4 0 ] [ 5 3 ] .

8.3.2 グローバルな視点の強化

マ ル ク ス 主 義 の 未 来 を 考 え る 上 で 、 グ ロ ー バ ル な 視 点 の 強 化 は 不 可 ⽋ で あ る 。 資 本 主

義 の グ ロ ー バ ル 化 が 進 む 中 で 、 国 際 的 な 労 働 運 動 や 社 会 運 動 と の 連 携 が 求 め ら れ て い

る [ 4 6 ] [ 5 4 ] .

例 え ば 、 南 半 球 の 国 々 に お け る 資 本 主 義 の 影 響 は 、 北 半 球 の 国 々 と は 異 な る 形 で 現 れ

て い る 。 こ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス 主 義 は 国 際 的 な 視 点 を 持 ち 、 地 域 ご と の 課 題 に 対 応



1.  

2.  

す る 柔 軟 性 を 持 つ 必 要 が あ る 。 ま た 、 国 際 的 な 労 働 運 動 と の 連 携 を 通 じ て 、 資 本 主 義

の ⽭ 盾 を 解 決 す る た め の グ ロ ー バ ル な 戦 略 を 構 築 す る こ と が 求 め ら れ て い る [ 4 6 ]

[ 5 4 ] .

さ ら に 、 グ ロ ー バ ル 化 が 進 む 中 で 、 資 本 の 移 動 や 労 働 者 の 権 利 に 関 す る 問 題 が 重 要 な

テ ー マ と な っ て い る 。 マ ル ク ス 主 義 は 、 こ れ ら の 問 題 を 分 析 し 、 国 際 的 な 政 策 や 運 動

を 通 じ て 解 決 策 を 提 案 す る こ と が で き る [ 4 6 ] [ 5 4 ] .

9. 結論

マ ル ク ス 主 義 の 歴 史 的 意 義

マ ル ク ス 主 義 は 、 1 9 世 紀 に カ ー ル ‧ マ ル ク ス と フ リ ー ド リ ヒ ‧ エ ン ゲ ル ス に

よ っ て 提 唱 さ れ 、 資 本 主 義 社 会 の ⽭ 盾 を 批 判 し 、 社 会 主 義 と 共 産 主 義 へ の 移 ⾏ を

⽬ 指 す 思 想 体 系 と し て 発 展 し て き た 。 そ の 核 ⼼ に は 、 階 級 闘 争 、 歴 史 的 唯 物 論 、

剰 余 価 値 の 概 念 が あ り 、 こ れ ら は 資 本 主 義 の 構 造 的 問 題 を 解 明 す る た め の 理 論 的

基 盤 を 提 供 し て い る [ 1 ] [ 2 ] 。 特 に 、 産 業 ⾰ 命 以 降 の 急 速 な 経 済 発 展 と そ れ に 伴 う

労 働 者 階 級 の 形 成 は 、 マ ル ク ス 主 義 の 理 論 が 現 実 社 会 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た

す 契 機 と な っ た [ 3 ] [ 4 ] 。

現 代 社 会 に お け る マ ル ク ス 主 義 の 適 ⽤ 可 能 性

現 代 に お い て も 、 マ ル ク ス 主 義 は 経 済 的 不 平 等 や 労 働 者 の 搾 取 と い っ た 社 会 問 題

を 分 析 す る た め の 有 ⼒ な フ レ ー ム ワ ー ク と し て 機 能 し て い る 。 特 に 、 グ ロ ー バ ル

化 や 技 術 ⾰ 新 が 進 む 中 で 、 資 本 主 義 の 新 た な 形 態 が 出 現 し 、 そ れ に 伴 う 課 題 が 浮
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4.  

5.  

き 彫 り に な っ て い る 。 例 え ば 、 A I や ⾃ 動 化 の 進 展 に よ り 労 働 市 場 が 変 化 し 、 労 働

者 の 権 利 や 雇 ⽤ の 安 定 性 が 脅 か さ れ る 状 況 に お い て 、 マ ル ク ス 主 義 的 視 点 が 再 評

価 さ れ て い る [ 5 ] [ 6 ] 。 ま た 、 ⾦ 融 危 機 や 経 済 的 不 平 等 の 問 題 に 対 し て も 、 マ ル ク

ス 主 義 の 理 論 が そ の 原 因 を 解 明 し 、 解 決 策 を 模 索 す る た め の 基 盤 を 提 供 し て い る

[ 7 ] [ 8 ] 。

理 論 的 課 題 と 批 判

マ ル ク ス 主 義 は そ の 有 ⽤ 性 に も か か わ ら ず 、 い く つ か の 理 論 的 課 題 や 批 判 に 直 ⾯

し て い る 。 例 え ば 、 労 働 価 値 説 や 剰 余 価 値 の 概 念 が 現 代 の 経 済 状 況 に ど の 程 度 適

⽤ 可 能 で あ る か に つ い て の 議 論 が 続 い て い る [ 9 ] [ 1 0 ] 。 さ ら に 、 歴 史 的 決 定 論 や

教 条 主 義 に 対 す る 批 判 も あ り 、 こ れ ら が マ ル ク ス 主 義 の 柔 軟 性 や 現 代 性 を 損 な う

要 因 と さ れ て い る [ 1 1 ] [ 1 2 ] 。 ま た 、 個 ⼈ の 権 利 や ⾃ 由 を ど の よ う に 保 障 す る か と

い う 問 題 も 、 マ ル ク ス 主 義 が 直 ⾯ す る 重 要 な 課 題 の ⼀ つ で あ る [ 1 3 ] [ 1 4 ] 。

新 た な 社 会 運 動 と の 連 携

現 代 の マ ル ク ス 主 義 は 、 環 境 問 題 や フ ェ ミ ニ ズ ム 、 ジ ェ ン ダ ー 平 等 と い っ た 新 た

な 社 会 運 動 と の 連 携 を 模 索 し て い る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の 階 級 闘 争 の 枠 組 み を 超

え た 多 様 な 社 会 的 課 題 に 対 応 す る た め の 理 論 的 基 盤 が 強 化 さ れ て い る [ 1 5 ] [ 1 6 ] 。

特 に 、 環 境 問 題 に お い て は 、 資 本 主 義 の 無 限 成 ⻑ モ デ ル が 地 球 環 境 に 与 え る 影 響

を 批 判 し 、 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け た 提 案 が ⾏ わ れ て い る [ 1 7 ] [ 1 8 ] 。

マ ル ク ス 主 義 の 未 来 展 望

マ ル ク ス 主 義 の 未 来 は 、 理 論 的 再 評 価 と 実 践 的 応 ⽤ の 両 ⾯ で 新 た な 展 開 を 迎 え る

可 能 性 が あ る 。 特 に 、 テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 や グ ロ ー バ ル 化 が 進 む 中 で 、 マ ル ク ス
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主 義 が ど の よ う に 適 応 し 、 現 代 社 会 の 課 題 に 対 応 し て い く か が 注 ⽬ さ れ て い る

[ 1 9 ] [ 2 0 ] 。 ま た 、 国 際 的 な 労 働 運 動 や 社 会 運 動 と の 連 携 を 通 じ て 、 マ ル ク ス 主 義

が 新 た な 形 で 復 活 す る 可 能 性 も ⽰ 唆 さ れ て い る [ 2 1 ] [ 2 2 ] 。

結 び と し て の 位 置 づ け

マ ル ク ス 主 義 は 、 単 な る 歴 史 的 な 思 想 体 系 に と ど ま ら ず 、 現 代 社 会 に お け る 経 済

的 、 社 会 的 、 政 治 的 課 題 を 理 解 し 、 解 決 す る た め の 重 要 な 視 点 を 提 供 し て い る 。

そ の 理 論 的 枠 組 み は 、 資 本 主 義 の ⽭ 盾 を 解 明 し 、 よ り 公 正 で 持 続 可 能 な 社 会 の 実

現 に 向 け た 道 筋 を ⽰ す も の で あ る [ 2 3 ] [ 2 4 ] 。
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